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力
強
く

花材
・ヒマワリ（F1サンリッチ UP　フレッシュオレンジ）
上向き水平に開花します。アレンジやブーケに最適です。

今回は青空に向かって元気に咲くヒマワリを撮影しました。コロ
ナウイルスのニュースや梅雨時期の重い雰囲気を一気に吹き飛
ばしてくれる、そんな１枚を目指しました。

デザイン・製作 ● 吉野花壇（代表）吉野恒男

花き生産者の方々も様々な種類の花を育て、たくさんの人たち
へ届けてくれています。

がんばろう
宮崎‼
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宮
崎
市
青
島
の
ハ
ウ
ス
で
撮
影
の

ご
協
力
を
頂
い
た
湯
地
さ
ん
ご
家
族
。

泰
生
さ
ん
は
、
宮
崎
市
木
花
の
ハ
ウ

ス
と
２
か
所
で
妻
・
美
保
さ
ん
と
と

も
に
美
味
し
い
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
を
目

指
し
ま
す
。

泰
生
さ
ん
は
両
親
の
も
と
マ
ン

ゴ
ー
の
生
産
を
始
め
て
17
年
に
な
り

ま
す
。
４
月
中
旬
、
青
島
の
ハ
ウ
ス

で
は
た
く
さ
ん
の
マ
ン
ゴ
ー
が
実
り
、

収
穫
の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
糖
度
も
高
く
、
立
派
な
マ
ン

ゴ
ー
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

今
ま
で
マ
ン
ゴ
ー
を
育
て
て
い
て

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
自
分
の
マ
ン

ゴ
ー
を
食
べ
た
方
々
に
笑
顔
で
美
味

し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
た
と
き
。
マ

ン
ゴ
ー
の
収
穫
期
が
終
わ
る
と
家
族

で
の
釣
り
が
楽
し
み
の
１
つ
だ
そ
う

で
す
。

泰
生
さ
ん
と
美
保
さ
ん
は
「
何
年

も
マ
ン
ゴ
ー
作
り
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
毎
年
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
。

今
年
は
満
足
! !
っ
て
納
得
す
る
年
は

正
直
一
度
も
な
い
で
す
ね
。
ベ
テ
ラ

ン
農
家
の
先
輩
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」

と
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
泰
生
さ
ん
も

若
手
生
産
者
に
よ
る
勉
強
会
で
は
会

長
を
務
め
、
次
世
代
へ
の
マ
ン
ゴ
ー

生
産
者
指
導
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
少
な

か
ら
ず
感
じ
る
と
話

し
な
が
ら
も
、
今
後

は
ハ
ウ
ス
の
拡
大
を

目
指
し
、
収
量
を
増

や
す
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
ま
だ
ま
だ
美
味

し
い
マ
ン
ゴ
ー
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
い
き

た
い
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

湯地泰生さん

28

マ
ン
ゴ
ー
部
会
の
新
は
っ
ぴ
を
着
て
気
合
い
十
分
で
す
！
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地域の皆さまとともに5 総合

●地域貢献活動の実施
●ＪＡ宮崎中央は、地域に根付いた組織の役割
として各支店毎に地域貢献活動を行いました。

●食農教育の取組み
●保育園・小学生を対象に農作業の体験等を通じて「食」と「農」の

大切さを伝える活動を行いました。

食育授業

田植え体験

●支店別ふれあい感謝祭同日開催
初めての試みでふれあい感謝祭を10月5日に管内5か所
で同日開催し、多くの来場者にお越し頂きました。

せんぐまき 青年部による新米ふるまい事務所周辺清掃 女性部による販売芋掘り体験

准組合員向け広報誌
（はぴすぷらす）の作成
● ●食フェスタの開催

●令和元年5月11～12に生目の杜
運動公園において、宮崎の食と農
にふれあうたくさんの催しを行いま
した。たくさんの方にご来場いただ
き大いに盛り上がりました。

保育園への農産物贈答

「地域の活性化」への取組み

項目 対象品等 対策期間 条件・内容

各作物主要
肥料の特別
予約奨励

施設・露地・
果樹・花卉・

水稲

水稲：2月～7月
花卉：2月、8月～11月末
施設、露地、果樹：
8月～11月末

● 予約申込書記載品目に対し、予約奨励を拡大、
オリジナル品は最大13％値引

● 更に、主要元肥については、購入数量別価格の設定

飼料作肥料
即売会 1品目 3月、5月、9月

● 予約注文取りまとめによる短期間実施のメリットを
反映し、通常の予約奨励1.5％から約27％の値引

乾牧草フェア 3銘柄 偶数月（2月、4月...）
各1週間

● オーツヘイ・ブルーグラスを中心に通常価格より
約10％の値引

園芸・畜産資材
キャンペーン

53品目
161規格 2月～3月、7月～10月 ● 期間限定による特別価格（平均約11％値引）

水稲・園芸農薬
の特別対策 全品目 2月～6月、8月～9月

● 期間内の予約注文に対し、1.5％から5％～7％へ
予約値引の拡大

● 大口対策としてケース購入以上で15％値引
農業用
ビニール
PO

全品目 12月から翌年5月末
までの予約注文

　早期予約注文に対し、
・農業ビニールで最大30％の値引
・農業用POで最大20％の値引

おにぎり作り体験

アイス作り体験

▼ハウス展張支援 
（単位：戸） 

▼子牛セリ市支援 
（単位：参加職員数） 

高齢農家等への支援活動 

Ｈ Ｈ

 （単位：繁殖牛頭数） 

畜産入植団地（第2国富入植団
地）の整備（5戸） 
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■ 　　　　　　　

■木質ペレットの供給数量に対し、3円/kg の戻し    
■営農用軽油の供給数量に対し、3円/L の戻し
■営農用重油の供給数量（対象期間：Ｒ1年6月1日～Ｒ2年1月31日）に対し、3～5.5円/L の戻し　

191,079,982円振込予定日：令和2年5月7日（木） 総額(税込)

肥料、飼料、農薬及び一部資材の供給金額に対し、2.5％の戻し

肥育生産に伴う子牛導入頭数に対し、25,000円/１頭 を支給

●

●
●

市場・販売先との年間販売戦略的商談回数

施設ハウス （高度環境制御）技術の普及拡大

（単位：台） 
▼環境測定器導入数 ▼炭酸ガス発生装置導入数

（単位：台）
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通常総代会‐全議案を承認‐
第23回

第23年度（令和元年度）事業報告及び剰余金
処分案の承認について
（報告事項）令和元年度貸借対照表、損益計
算書、注記表及び附属明細書について

特別積立金の取崩しについて
　経営改革を行うにあたり、今後の経営に影響を及ぼ

すことが予想されるため、これらに備え特別積立金
800,000千円を取崩す。

目的積立金の積立目標額の変更について
　今後の組合経営の安定化を図る目的により、目的積

立金（経営健全化積立金）の積立目標額を次の通り
変更する。

議案第１号

議案第２号

議案第３号

 提出議案

　４月28日、第23回通常総代会をＪＡ・ＡＺＭホールで開催しました。今
年度は新型コロナウイルス拡大防止のため、各支店総代長会の会長、会長
代理にのみ出席いただくものとなりました。開催にあたり、栗原俊朗組合
長が次の通り挨拶を申し上げました。
　「まずは新型コロナウィルス対策のため、今年はこのような総代会の形
となりましたことをご理解いただきたい。農業にも様々な影響が出ており
ますが、迅速な対応をするとともに、一日も早い終息を願っております。
昨年の総代会にて新しい役員体制を承認いただき、今年は初めての総代会
となりました。組合長として組合員に寄り添うこと、組合員と対話するこ
と、働きやすい環境を作ること、自己改革を継続して実行することを心が
けてきました。ＪＡ宮崎中央は様々な状況を勘案して大幅な経営改革に取
り組むことを決断しました。組合員のための総合事業を堅持するために、
何卒ご理解を願いたいと思います。また県域ＪＡ構想については、慎重な
る協議をすすめ「合併ありき」ではなく、組合員にとって最良の方策を時
間をかけて検討してまいります。これからも誇りと使命感をもって基本理
念のとおり取り組んでまいります。」
　議事は福田誠議長（佐土原支店）のもと行われました。

出席者数　546人　　　本人出席　12人　　　書面決議　534人

� （単位：千円）
令和元年度末特別

積立金残高
特別積立金

取崩額
特別積立金取

崩後残高
1,885,624 800,000 1,085,624

【現行】� （単位：千円）
種類 積立目的 積立目標額

経営健全化
積立金

臨時的な損失に伴う
経営上のリスク等に
備える目的のため

1,000,000

【変更後】
種類 積立目的 積立目標額

経営健全化
積立金

臨時的な損失に伴う
経営上のリスク等に
備える目的のため

3,000,000

月のあなたの運勢 占い師　モナ・カサンドラ6
牡羊座 3/21〜4/19 全体運★コミュニケーションが活発化する中、行き違いも増えそう。約束は時間や待ち合わせ場所などきちんと決めて7　2020.６月号　めぐみ 2020.６月号　めぐみ　6



	定款の一部変更について

	定款附属書総代選挙規程の一部変更について

	監事監査規程の一部変更について

	規約の一部変更について

信用事業規程の一部変更について

	固定資産の取得について
1次の固定資産を取得する。

国等の施策に基づく奨励金等の事務の委任に
ついて
　令和2年度中に国等の施策に基づき、農畜産物の生

産、流通及び農用地等に関して、生産者が国等より
支払いを受ける奨励金等(調整金、助成金一切を含
む)の交付申請、請求及び受領に関する権限並びに返
還に関する事務を組合に一任する。

　本日の決議事項中、権利義務に関しない軽微な事項
の修正及び法令、その他行政庁の処分又はこれに基
づく指示による場合に必要な字句の修正をなすこと
を理事会に一任する。

第24年度（令和2年度）事業計画及び関連事
項の承認について
1第24年度（令和2年度）事業計画について
2賦課金の額、賦課方法、徴収時期及び徴収方法につ
　いて
　本年度は賦課しない。
3理事及び監事の報酬について
①組合員の代表等で構成する「役員報酬審議会」にお
　いて、諸情勢を検討して出された答申結果を踏まえ、
　令和2年度の理事の報酬については総額59,304千円と
　し、各理事の報酬額についてはその範囲内において
　理事会に一任する。（理事24名）
②組合員の代表等で構成する「役員報酬審議会」にお
　いて、諸情勢を検討して出された答申結果を踏まえ、
　令和2年度の監事の報酬については総額15,450千円と
　し、各監事の報酬額についてはその範囲内において
　監事会に一任する。（監事8名）

経営改革について

監事の補欠選任について
1監事の欠員に伴う補欠選任

役員退職慰労金の支出について
　監事の役員退職慰労金については、役員退職慰労

引当金規程に基づき 776千円を支給することとする。
なお、本総代会をもって退任する監事は以下の通り
である。

農地利用集積円滑化事業規程の廃止について

	農業経営規程の一部変更について

議案第６号

議案第８号

議案第７号

議案第９号

議案第５号

議案第４号

附帯決議

議案第10号

議案第12号

議案第11号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

氏　　名 略　　　　　　　歴
四本　和正 平成22年4月27日　非常勤監事就任

（1億円以上）� （単位:千円）

金　額 場　所 備      考
Ａコープ
木花店
改築工事

350,000
宮崎市
大字
熊野

㈱エーコープ
みやざきへ
賃貸
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今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か

ら
地
区
別
Ｊ
Ａ
座
談
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
各
地
域
の
皆
様
か
ら
個
別
に
頂
い
た

主
要
な
質
問
に
回
答
致
し
ま
し
た
。

店
舗
再
編

　

店
舗
再
編
説
明
会
・
座
談
会
・
総
代
に
対
す

る
資
料
説
明
会
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
、
店
舗
再
編
等
に
関

す
る
組
合
員
へ
の
説
明
が
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ

た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
教
え

て
ほ
し
い
。

　

店
舗
再
編
に
つ
い
て
は
、
再
編
対
象
店
舗
に
対

す
る
地
区
別
説
明
会
を
１
地
区
終
え
た
ば
か
り
の

と
こ
ろ
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
状
況
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
し
た
の
ち
に
は
、
再
度

地
区
別
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
総

代
に
対
す
る
説
明
に
つ
い
て
も
支
店
代
表
者
会
で

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
方
向
で
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
の
22
店
舗
体
制
か
ら
12
店
舗
体
制
へ
再

編
す
る
考
え
で
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
の
経

営
は
こ
の
よ
う
な
改
革
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
く
ら
い
厳
し
い
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
22

店
舗
の
財
務
面
か
ら
小
規
模
店
舗
と
位
置
付
け

ら
れ
る
具
体
的
な
数
字
（
例
：
支
店
毎
の
貯
金
、

貸
出
金
実
績
、
共
済
契
約
実
績
等
々
）
が
見
え

て
こ
な
い
。
ま
た
、
店
舗
再
編
対
象
支
店
管
内

の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
再
編
の
対
象
と
な
ら

な
い
の
か
。

　
Ｊ
Ａ
を
め
ぐ
る
外
部
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
、

令
和
２
年
度
に
は
信
連
奨
励
金
の
減
少
が
現
実
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
何
ら
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
当
Ｊ
Ａ
は
事
業
利
益
赤
字
が
予
想
さ
れ
、

そ
の
結
果
総
合
事
業
継
続
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
理
事
会
等
で
幾
度
も
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
店
舗
再
編
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
こ

と
に
対
し
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
信
用
事
業
や

共
済
事
業
に
か
か
る
各
種
の
具
体
的
数
値
を
用
い

て
支
店
ご
と
に
総
合
的
な
評
価
を
行
い
、
理
事
会

等
で
幾
度
も
検
証
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
直
面

す
る
外
部
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
に
は
、
信
用

部
門
の
運
用
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
融
資
の
伸
長
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
融
資
を
行
っ
て
い
る
店
舗
へ
の
機
能
集
約
に

よ
っ
て
フ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
機
能
の
強
化
を
図
る
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
経
営
改

革
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て

農
業
に
従
事
で
き
る
よ
う
、
永
続
的
に
総
合
事
業

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
店
舗
等
再
編
に
お
い
て
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
は
店
舗
再
編
の
対
象
と
は

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

　

店
舗
閉
鎖
後
は
、
店
舗
の
再
利
用
を
検
討
し

生
産
者
の
為
に
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
。
た
と

え
ば
、
敷
地
を
活
用
し
週
一
回
程
度
、
巡
回
車

に
よ
る
Ａ
コ
ー
プ
商
品
販
売
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
巡
回
日
に
併
せ
て
、
地
区
の

生
産
者
が
農
産
物
を
持
ち
込
み
、
そ
の
場
で
販

売
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

再
編
後
の
店
舗
利
活
用
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ

け
早
期
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
要
望
も
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
有
効
活
用
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
㈱
エ
ー
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
の
移
動
ス
ー

パ
ー
「
と
く
し
丸
」
が
一
部
の
地
域
で
ス
タ
ー
ト
し
、

買
い
物
支
援
及
び
地
域
見
守
り
と
し
て
食
材
か
ら

日
用
品
、
惣
菜
ま
で
様
々
な
商
品
を
積
ん
で
巡
回

し
て
お
り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
㈱
エ
ー

コ
ー
プ
み
や
ざ
き
の
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」

を
活
用
し
た
移
動
販
売
が
行
え
な
い
か
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
の
販
売
に
つ
き
ま

し
て
も
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
区
に
賑
わ
い
が
無
く
な
る
の
が
心
配
で
す
。

地
区
の
行
事
へ
の
参
加
や
組
合
員
と
の
ふ
れ
あ

い
対
策
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
対

策
を
お
願
い
し
た
い
。

　

現
在
も
各
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
数
多

く
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
店

舗
再
編
後
も
今
と
変
わ
ら
ず
積
極
的
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
店
舗
再
編
に
あ
た
っ

て
は
、
高
齢
者
対
策
等
や
利
便
性
確
保
策
と
し
て

渉
外
体
制
の
充
実
に
よ
り
、
出
向
く
活
動
の
強
化

を
店
舗
機
能
強
化
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
関
係

　

地
域
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し

た
ら
、
生
産
物
の
出
荷
は
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
部
会
、
地
区
、
Ｊ

Ａ
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
部

会
や
地
区
で
支
援
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

Ｊ
Ａ
の
対
応
・
対
策
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
内
で
発
生
し
て
も
、
青
果
物
で
の
感
染
事

例
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
通
常
通
り
の
取
り
扱
い
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。
圃
場
で
発
生
し
た
場
合
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通
り
保
健
所

の
指
示
に
従
っ
て
生
産
施
設
等
の
消
毒
を
実
施
し
、

そ
の
後
に
出
荷
物
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
対
応
出
来
る
事
、
難
し
い
事

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
中
央
会
を
通
じ
て
農
林
水

産
省
に
対
し
、
よ
り
具
体
的
な
対
応
策
等
を
相
談

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q&AQ&A
JAに対する
　　意見・要望

令和
２年 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
対
す
る
耕

種
部
門
及
び
畜
産
部
門
の
販
売
対
策
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

牛
肉
の
消
費
が
落
ち
込
ん
で
る
と
聞
く
が
Ｊ
Ａ

宮
崎
中
央
は
何
か
対
策
が
あ
る
の
か
。
思
い

切
っ
て
安
売
り
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ

Ａ
と
し
て
も
宮
崎
牛
と
し
て
も
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
」
に
期
待
し
ま
す
。

　

青
果
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
的
な
外
出
自

粛
に
よ
り
家
庭
内
消
費
は
増
え
て
お
り
、
野
菜
関

係
は
果
菜
類
、
葉
菜
類
を
中
心
に
堅
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
。
一
方
、
果
実
、
花
卉
関
係
に
お
き

ま
し
て
は
、
消
費
地
の
百
貨
店
等
の
休
業
や
冠
婚

葬
祭
、
相
次
ぐ
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
に
よ
る
業
務

需
要
の
大
幅
減
少
に
よ
り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
一
部
の
品
目
に
お
い
て
は
回
復
の
兆
し

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
当
分
の
間
は
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
販
売

先
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
売
り
場
、
販
促
企
画
の

拡
大
を
図
り
、
価
格
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

子
牛
の
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月 

８
１
５

千
円
、
３
月 

６
７
７
千
円
、
４
月 

６
５
５
千
円
、

５
月 

６
０
３
千
円
と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
、
外
出
の
自
粛
に
よ
る
飲
食
店

等
で
の
牛
肉
消
費
量
が
減
少
し
て
お
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
・
流
通
・
輸
出
の
減
少
も
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
消
費
拡
大
に
向
け
て
行
政
機
関

等
と
連
携
し
た
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

現
在
、
畜
産
農
家
、
関
係
機
関
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の

協
力
に
よ
る
消
費
拡
大
に
も
取
り
組
み
、
加
え
て
、

ミ
ヤ
チ
ク
や
エ
ー
コ
ー
プ
に
お
い
て
も
ロ
ー
ス
肉

を
中
心
に
大
幅
な
安
値
で
の
販
売
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体

で
連
携
、
協
力
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

融
資
部
門
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
で

影
響
を
受
け
ら
れ
た
農
業
者
の
皆
様
へ
「
経
済

変
動
・
伝
染
病
等
対
策
資
金
」、
お
よ
び
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資
金
、
ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
資
金
等

の
資
金
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
既
存

の
貸
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
元
金
据
置
等
の
条

件
変
更
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
に
よ
り
Ｊ
Ａ
の

経
営
に
影
響
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　

本
年
１
月
中
旬
に
国
内
で
の
初
感
染
が
確
認
さ

れ
、
２
月
25
日
付
で
政
府
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
」
の
公
表
以

降
、
当
Ｊ
Ａ
へ
の
経
営
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
く

い
止
め
る
こ
と
、
Ｊ
Ａ
か
ら
の
感
染
未
然
防
止
及

び
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
（
全
職

員
）、
消
毒
液
等
の
設
置
（
出
入
口
）、
手
洗
い
・

う
が
い
の
実
施
等
感
染
予
防
策
の
徹
底
を
図
っ
て

お
り
、
会
議
・
研
修
会
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て

も
重
要
性
や
代
替
措
置
（
書
面
議
決
）
の
検
討
を

行
っ
た
上
で
延
期
ま
た
は
中
止
等
の
判
断
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
渉
外
担
当
職
員
の
組
合

員
訪
問
に
つ
い
て
も
ア
ポ
を
取
っ
て
訪
問
を
行
う

こ
と
。
県
外
出
張
に
つ
い
て
は
原
則
、
中
止
・
延

期
の
検
討
を
行
う
こ
と
。
出
勤
前
の
体
温
測
定
な

ど
の
対
応
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
職
員
が
感
染

し
た
場
合
の
初
動
対
応
等
に
つ
い
て
は
、
業
務
の

継
続
を
前
提
と
し
て
、
コ
ン
プ
ラ
委
員
会
等
を
通

じ
て
Ｊ
Ａ
内
周
知
を
図
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
内
施
設

で
感
染
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
が
設
置

で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
各
部
門

に
お
い
て
も
、
組
合
員
農
家
で
発
生
し
た
場
合
は
、

各
部
会
等
と
協
議
・
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
拡
大
に
よ
る
影
響
が
ど
の
事
業

に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
、
経

過
を
注
視
し
即
時
の
対
応
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
備

え
る
と
と
も
に
、
更
に
行
政
等
と
も
連
携
を
密
に

と
り
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
域
Ｊ
Ａ
合
併

　

Ｊ
Ａ
全
体
統
一
（
県
一
構
想
）
の
進
捗
状
況

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
は
、
経
営
改
革
に
取
り
組
む

が
、
他
の
Ｊ
Ａ
の
経
営
改
革
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

各
連
合
会
と
県
下
Ｊ
Ａ
が
一
堂
に
会
し
て
協
議

を
重
ね
、
昨
年
10
月
30
、
31
日
の
２
日
間
で
「
県

域
Ｊ
Ａ
成
案
」
の
中
間
と
り
ま
と
め
（
案
）
に
つ
い

て
県
下
の
組
合
員
代
表
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。（
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
に
お
い
て

も
こ
れ
に
合
わ
せ
事
前
の
研
修
会
を
開
催
し
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。）

　

こ
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
組
合
員

の
意
見
を
集
約
し
た
結
果
、
当
初
、
令
和
２
年
１

月
に
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
「
成
案
」
は
、
ひ

と
ま
ず
「
草
案
」
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
と
な
り
、

さ
ら
に
令
和
２
年
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
設

立
推
進
協
議
会
」
へ
の
参
加
の
是
非
に
関
す
る
理

事
会
決
議
も
当
面
は
見
送
る
こ
と
と
な
り
、
結
果

と
し
て
は
、
当
Ｊ
Ａ
が
主
張
し
て
ま
い
り
ま
し
た

組
合
員
と
の
さ
ら
な
る
意
見
交
換
を
踏
ま
え
た
う

え
で
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
当
初
か
ら
の

方
針
で
あ
り
ま
し
た
「
組
合
員
の
皆
様
と
の
十
分

な
意
見
交
換
」
を
県
域
Ｊ
Ａ
検
討
の
最
優
先
事
項

と
し
、
あ
く
ま
で
組
合
員
の
意
思
を
重
視
し
た
慎

重
な
議
論
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
下
そ
の
他
の
Ｊ
Ａ
に
つ
き
ま
し
て
も
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。
こ
れ

を
受
け
、
連
合
会
を
含
め
県
内
全
Ｊ
Ａ
に
お
い
て

は
、
令
和
２
年
度
中
に
今
後
３
年
間
の
経
営
改
善

計
画
を
策
定
し
経
営
改
善
に
取
り
組
む
方
針
が
決

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
は
県
内
Ｊ
Ａ
に
先

駆
け
た
経
営
改
革
の
実
践
と
な
り
ま
す
が
、
県
域

Ｊ
Ａ
構
想
の
協
議
に
お
い
て
も
、
ま
ず
は
県
内
全

Ｊ
Ａ
で
経
営
改
革
（
店
舗
再
編
等
含
む
）
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
域
Ｊ
Ａ
と
な
っ
た
場
合
、
さ
ら
な
る
支
店

再
編
が
実
施
さ
れ
る
の
か
。

　

県
域
Ｊ
Ａ
と
な
っ
た
場
合
に
店
舗
再
編
を
行
う

か
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
検
討
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
今
回
大
き
な
改
革
を
行
い
、
単
独
で

も
事
業
継
続
可
能
な
体
質
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
県
域
Ｊ
Ａ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
県
内

各
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
事
業
継
続
可
能
性
を
考
慮
し
た

改
革
等
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
店
舗
の
集
約
等
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

〈参考：品目前年比（３月）〉
数　量 単　価

きゅうり 108％ 109％
ピーマン 112％ 104％
ミニトマト 87％ 105％
イチゴ 114％ 95％
大葉 78％ 84％
ししとう 103％ 62％
マンゴー 103％ 85％
コチョウラン 102％ 93％

菊 99％ 93％
ダリア 115％ 72％
切花 72％ 80％
※大葉：通常販売分のみ

〈参考：前年比（４月）〉
数　量 単　価

きゅうり 87％ 134％
ピーマン 78％ 138％
ミニトマト 85％ 107％
イチゴ 75％ 118％
大葉 95％ 63％

ししとう 63％ 68％
マンゴー 65％ 99％
コチョウラン 94％ 71％

菊 116％ 63％
ダリア 33％ 64％
切花 56％ 84％
※大葉：通常販売分のみ
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営　
　
農

　

高
齢
農
家
等
へ
の
支
援
活
動
の
展
開
と
実
践

事
項
に
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
な
の

か
説
明
し
て
欲
し
い
。

　

施
設
園
芸
農
家
の
年
間
作
業
の
一
端
を
援
助
す

る
こ
と
で
、
営
農
継
続
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し

ま
す
。
組
合
員
の
労
力
軽
減
と
組
合
員
と
の
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
、
施
設
園
芸
生
産
部
会
員
の
75

歳
以
上
及
び
女
性
生
産
者
を
対
象
に
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
確
立
・
向
上
に
つ

い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
品
育
成
の
た
め
に
研
究
専
門

部
署
を
設
定
し
、
高
価
値
（
高
単
価
）
ブ
ラ
ン

ド
品
の
開
発
を
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン

ド
力
強
化
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
強
化
・
促

進
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

　

ブ
ラ
ン
ド
品
目
に
つ
い
て
は
、
県
・
経
済
連
と

連
携
を
図
り
、
新
た
な
品
目
の
開
発
研
究
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
各
組
織
一
体
と

な
り
検
討
を
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
営
業
販
売

課
に
て
取
り
組
ん
で
い
る
ネ
ッ
ト
販
売
に
つ
い
て
、

更
に
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

米
作
り
に
お
い
て
は
、
社
会
情
勢
が
変
革
し

て
い
く
中
、
飼
料
稲
の
増
大
と
耕
作
放
棄
地
も

多
く
、
精
米
所
へ
の
米
の
量
が
激
減
し
、
地
域

の
精
米
所
に
と
っ
て
は
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
地
域
（
生
目
・
瓜
生
野
・
倉
岡

等
）
の
稲
作
を
守
る
た
め
、
本
店
建
設
予
定
地

で
あ
っ
た
場
所
に
「
籾
乾
燥
精
米
施
設
」
の
建

設
を
是
非
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

米
乾
燥
調
整
施
設
に
つ
い
て
は
、
籾
摺
り
業
者

の
高
齢
化
・
機
械
の
老
朽
化
も
あ
り
施
設
の
必
要

性
は
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
各
地
域
の

籾
摺
り
業
者
と
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
な
お
、
本
店
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
の
払
下
げ
を
受
け
る
要
件
と
し
て
建
設
可

能
な
施
設
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
行
政
と
の
調
整

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
用
途
に
つ
い
て
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
の
米
価
格
で
は
稲
作
だ
け
で
は
生
計
が
成

り
立
た
ず
、
耕
地
面
積
を
広
げ
省
力
化
を
図
る

事
も
地
形
か
ら
困
難
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
高

齢
化
も
進
み
農
村
整
備
作
業
は
兼
業
農
家
が
主

体
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
若
者
が
安
心
し
て
就

農
出
来
る
様
な
米
以
外
の
農
産
物
の
掘
り
起
こ

し
を
Ｊ
Ａ
に
期
待
、
要
望
す
る
。

　

露
地
野
菜
で
は
、
産
地
開
発
メ
ン
バ
ー
に
お
い

て
、
既
存
品
目
の
掘
り
起
し
、
新
た
な
品
目
（
馬

鈴
薯
等
）
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
所
得
の
安
定
確
保
が
で
き
る

契
約
的
品
目
の
開
発
、
定
着
に
向
け
産
地
交
付
金

の
活
用
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
に
て
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
何
処
の
米
で
も
美
味
し
さ
に
関
係

な
く
、
等
級
評
価
で
決
ま
る
価
格
体
系
と
な
っ

て
い
る
が
、
美
味
し
さ
で
の
格
差
販
売
は
で
き

な
い
の
か
。

　

現
在
、
稲
作
部
会
に
お
い
て
有
機
質
肥
料
の
施

用
や
減
農
薬
で
栽
培
し
て
お
り
ま
す
が
、
食
味
や

コ
ス
ト
に
見
合
う
評
価
が
な
か
な
か
得
ら
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
に
つ
い
て
、
方
法

が
あ
れ
ば
試
行
段
階
で
も
よ
い
の
で
教
示
願
い

た
い
。

　

耕
種
的
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
浅
水
管
理
で

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
行
動
を
抑
制
し
食
害
軽
減
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
１
～

２
月
の
厳
冬
期
に
耕
耘
し
寒
波
に
さ
ら
す
方
法
や
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
ロ
ー
タ
リ
ー
回
転
を
高
速
に
し
低

速
走
行
す
る
こ
と
に
よ
り
粉
砕
効
果
を
高
め
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
後
10
月
下
旬
ま
で

に
、
湛
水
し
た
圃
場
に
石
灰
窒
素
を
20
～
30
㎏
／

10
ａ
散
布
し
、
１
週
間
程
度
湛
水
状
態
を
保
つ
こ

と
に
よ
り
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
防
除
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
地
域
で
ま
と
ま
っ
て
行
う
こ
と
が
効
率
的

な
防
除
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
問
題
が
あ
る

が
、
若
い
後
継
者
と
の
交
流
を
活
発
に
行
う
な

ど
Ｊ
Ａ
の
支
援
や
作
物
の
提
案
が
必
要
と
思
う
。

　

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地

を
始
め
と
し
て
産
地
生
産
基
盤
の
維
持
・
発
展
が

今
後
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
農

業
委
員
会
等
の
行
政
機
関
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

長
期
的
な
視
野
に
基
づ
く
農
業
振
興
を
推
し
進
め

ま
す
。
一
方
、
次
世
代
と
の
交
流
の
場
の
創
出
や

環
境
に
適
し
た
品
目
・
各
種
事
業
の
提
案
、
活
用

等
、
関
係
部
署
と
連
携
し
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
農
業
後
継
者
に
対
し
て
栽
培
面

も
大
事
だ
が
経
営
面
（
税
理
士
を
呼
ぶ
な
ど
）

の
講
習
会
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
現
在
も
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
若
い
世
代
に
は
話
が
届
い
て
い

な
い
。
若
い
世
代
（
青
年
部
等
）
に
も
話
が
届

く
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

農
業
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
技
術
を
磨
く
と
も

に
、
早
い
段
階
か
ら
経
営
感
覚
を
養
い
、
ス
ム
ー

ズ
な
事
業
継
承
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。
現
在
Ｊ
Ａ
農
業
経
営
改
善
協
議
会
で

は
会
員
向
け
の
研
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
農

業
後
継
者
を
始
め
と
す
る
若
い
世
代
を
対
象
に
し

た
機
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
研
修
会
等
の
企

画
立
案
に
向
け
行
政
や
中
央
会
を
含
め
た
関
係
機

関
で
協
議
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
の
税
務
相
談
に
つ
い
て
は
、
宮
崎

県
や
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
が
専
門
家
（
税
理
士
等
）

を
派
遣
す
る
支
援
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
支
店
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

農
地
利
用
円
滑
化
団
体
が
農
地
中
間
管
理
事

業
と
一
体
化
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
あ
り

ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
か
ら
職
員
を
派
遣
す
る
の
で
す

か
。
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
が
廃
止
さ
れ

た
後
、
事
業
の
受
け
入
れ
先
の
中
間
管
理
に
つ

い
て
、
組
合
員
へ
の
説
明
等
は
あ
る
の
で
す
か
。

　

令
和
２
年
４
月
の
農
地
バ
ン
ク
法
改
正
に
よ
り
、

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
は
農
地
中
間
管
理
事

業
（
機
構
）
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
Ｊ
Ａ

と
し
ま
し
て
は
、
組
合
員
（
農
地
所
有
者
）
の
皆

様
か
ら
の
農
地
貸
借
り
の
相
談
・
調
整
機
能
を
中

間
管
理
機
構
や
行
政
等
と
連
携
・
協
力
し
担
っ
て

参
り
ま
す
が
、
中
間
管
理
事
業
の
主
体
は
、
あ
く

ま
で
県
農
業
振
興
公
社
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
時

点
で
は
Ｊ
Ａ
職
員
を
派
遣
す
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
組
合
員
（
農
地
所
有
者
）
へ
の
説
明
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
貸
付
期
間
満
了
の
契
約
更

新
時
や
新
規
の
貸
付
相
談
の
際
、
当
事
者
に
対
し

個
別
に
事
業
内
容
を
ご
説
明
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
当
事
者
以
外
の
全
組
合
員
（
農
地
所
有
者
）

の
皆
様
に
も
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｔ
Ｖ
等
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
周
知
を
図
る
な
ど
行
政
や
農

地
中
間
管
理
機
構
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
農
家
所
得
向
上
の
具
体
策
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守
っ
て

ほ
し
い
。

　
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
長
期
計
画
（
ネ
ク
ス
ト
10
）
で

示
し
ま
し
た
「
希
望
の
持
て
る
農
家
所
得
」
の
実

現
に
向
け
、
収
量
、
品
質
ア
ッ
プ
へ
の
取
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
技
術
と
し
て
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
栽
培
管
理
技
術
の
高
位
平
準
化
、

管
理
作
業
の
見
え
る
化
に
よ
る
作
業
効
率
の
向
上

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
農
業
経
営
改

善
協
議
会
と
の
連
携
に
て
費
用
対
効
果
等
の
経
営

検
証
等
に
も
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
肥
料
・
飼
料
・

ビ
ニ
ー
ル
等
の
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
・
導
入
及
び
主
要
品
目
の
特
別
価
格
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
等
に
よ
る
生
産
資
材
の
価
格
引
下
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げ
に
加
え
、
農
機
具
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア
や
情
報
提
供

を
目
的
と
し
た
展
示
会
を
開
催
し
最
新
技
術
・
低

コ
ス
ト
品
・
推
奨
品
等
の
推
進
に
取
組
ん
で
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
生
産
コ
ス
ト
の
抑
制
及
び
商

品
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

販　
　
売

　

物
流
改
革
に
つ
い
て
、
な
に
か
あ
れ
ば
教
え

て
欲
し
い
。

　

物
流
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済

連
を
中
心
に
、
県
下
で
の
効
率
的
輸
送
体
制
構
築

に
向
け
、
次
の
取
り
組
み
を
基
本
に
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

①
物
流
拠
点
の
設
置
に
よ
る
Ｊ
Ａ
と
の
積
み
合

　
　

わ
せ
に
よ
る
市
場
直
接
輸
送

　

②
輸
送
組
織
の
再
編
、
県
域
配
車
で
の
チ
ャ
ー

　
　

タ
ー
利
用
に
よ
る
輸
送
経
費
の
抑
制

　

③
フ
ェ
リ
ー
を
活
用
し
大
型
コ
ン
テ
ナ
利
用
で

　
　

の
輸
送
運
賃
の
抑
制

　

私
は
胡
瓜
部
会
員
だ
が
、
販
売
先
と
し
て
市

場
流
通
外
の
販
路
、
例
え
ば
業
務
用
加
工
場
等

の
契
約
出
荷
（
希
望
者
の
み
）
な
ど
を
検
討
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

　

あ
る
程
度
技
術
が
必
要
な
ワ
ン
タ
ッ
チ
胡
瓜

よ
り
も
簡
単
な
収
穫
方
法
が
あ
れ
ば
、
少
な
い

人
数
で
も
収
穫
面
積
が
増
や
せ
る
と
思
う
。
そ

の
為
に
は
Ａ
〜
Ｄ
混
入
の
コ
ン
テ
ナ
で
も
購
入

し
て
く
れ
る
販
売
先
を
さ
が
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
に
な
る
と
思
う
。
そ
の
為
に
は
先
進
事

例
や
コ
ン
サ
ル
な
ど
に
頼
む
な
ど
の
方
策
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
年
度
は
市
場
外
業
務
加
工
向
け
で
１
６
８
ｔ

の
契
約
販
売
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
業
務
加
工

向
け
で
も
、
シ
ー
ズ
ン
で
等
級
（
Ｂ
Ｃ
）、
階
級

（
Ｌ
Ｍ
Ｓ
）
毎
の
数
量
指
定
が
あ
り
レ
ギ
ュ
ラ
ー
箱

中
心
に
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
欠

品
は
許
さ
れ
ず
時
期
に
よ
っ
て
は
確
保
す
る
の
に

苦
慮
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

　

規
格
の
簡
素
化
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
は
、
現
在

10
ｋ
Ｄ
Ｂ
の
平
箱
（
Ａ
Ｂ
混
：
Ｌ
Ｍ
Ｓ
混
）
が
ご

ざ
い
ま
す
。
Ａ
～
Ｄ
混
入
に
つ
き
ま
し
て
は
等

階
級
に
幅
が
あ
り
す
ぎ
る
た
め
価
格
の
設
定
方
法
、

取
引
先
で
の
再
選
別
作
業
の
発
生
や
品
質
の
低
下

等
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

次
園
芸
年
度
で
は
、
契
約
販
売
で
の
Ａ
Ｂ
：
Ｍ

Ｓ
混
（
希
望
者
）
で
の
新
規
取
引
提
案
に
向
け
販

売
先
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

大
都
市
圏
だ
け
で
な
く
九
州
管
内
に
も
加
工

工
場
が
あ
る
と
聞
く
。
近
場
だ
と
輸
送
コ
ス
ト

も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
に
も
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

優
秀
な
生
産
者
を
系
統
外
に
行
か
せ
な
い
た
め

に
も
、
販
売
先
に
多
く
の
選
択
肢
が
欲
し
い
と

考
え
る
。

　

九
州
管
内
に
も
小
規
模
に
は
な
り
ま
す
が
、
加

工
工
場
は
ご
ざ
い
ま
す
。
い
も
類
、
大
根
、
人
参

等
の
根
菜
類
を
扱
う
工
場
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

九
州
と
い
う
輸
送
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
十
分
あ
り

ま
す
が
、
要
望
時
期
と
宮
崎
中
央
管
内
の
作
付
け

時
期
が
あ
わ
ず
実
現
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
、
手
取
り
を
意
識
し
た
品
目
提
案
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
は

あ
る
が
、
旧
６
Ｊ
Ａ
で
見
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
特
色
が
あ
る
と
思
う
。
各
地
域
の
特

産
品
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
も
必
要
で
な
い
か
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
及
び
Ｊ
Ａ
宮
崎
中

央
の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
、
さ
ら
に
は
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央

の
自
己
改
革
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
各
支
店
に
お
い
て
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
品
目
に
つ
い
て
も
、
徐
々
に
作
付

け
の
広
が
り
が
見
ら
れ
、
面
積
が
増
加
し
て
い
る

品
目
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
宮
崎
市
・
国
富
町

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
フ
ァ
ン
拡
大
事
業
利

用
等
に
て
地
域
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
面

積
維
持
が
出
来
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

生
姜
に
つ
い
て
安
定
し
た
出
荷
を
す
る
た
め

に
も
、
生
姜
種
子
用
の
予
冷
庫
を
確
保
し
て
ほ

し
い
。

　

現
在
、
種
子
生
姜
の
納
品
後
の
管
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
個
別
に
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
予
冷

庫
で
の
種
子
生
姜
の
貯
蔵
に
つ
い
て
は
、
技
術
面

で
一
定
の
基
準
で
の
き
め
細
か
な
管
理
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
更
に
設
置
コ
ス
ト
と
入
庫
数
量
等

の
費
用
対
効
果
も
含
め
て
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

割
り
干
し
大
根
の
価
格
が
２
０
０
円
ほ
ど
下

が
っ
た
。
理
由
を
知
り
た
い
。

　

割
り
干
し
大
根
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
の

買
い
入
れ
価
格
の
高
騰
に
よ
り
店
頭
売
価
も
大
幅

に
上
昇
し
、
販
売
環
境
の
悪
化
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
に

お
い
て
も
在
庫
を
抱
え
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

各
業
者
に
お
い
て
も
同
様
で
、
本
年
度
は
全
体
に

下
が
っ
た
提
示
価
格
で
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
し

た
。
追
加
精
算
が
出
来
る
よ
う
販
売
強
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

支
店
代
表
者
会
に
て
説
明
の
あ
っ
た
干
し
大

根
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
現
状
と
変
わ
り
な
い

と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
切
り
捨
て
に
な
ら
な
い

か
心
配
で
あ
る
。（
Ｊ
Ａ
撤
退
で
価
格
の
下
落
）

　

部
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
今
ま
で
通
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
価
格
設
定
に
つ
き
ま
し
て
も
、

今
ま
で
通
り
販
売
情
勢
、
在
庫
状
況
を
踏
ま
え
提

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
も
生
産
者
と
の

契
約
数
量
に
基
づ
い
た
取
扱
い
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

農
作
業
が
出
来
る
時
間
を
有
効
に
使
い
た
い

為
、
式
部
の
里
の
営
業
時
間
を
日
の
長
い
夏
場

だ
け
で
も
１
時
間
延
長
し
て
頂
け
な
い
か
。
延

長
す
る
事
で
利
用
客
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

式
部
の
里
で
は
営
業
を
18
時
ま
で
と
設
定
し
て

お
り
ま
す
。
た
し
か
に
営
業
時
間
延
長
に
よ
る
来

客
増
は
期
待
で
き
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
鮮
度
に

こ
だ
わ
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
機
能
上
、

消
費
者
は
朝
獲
れ
農
産
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
来
店

さ
れ
ま
す
の
で
、
遅
い
時
間
帯
の
出
品
を
広
げ
る

こ
と
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
も

従
来
の
営
業
時
間
に
て
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。経　

　
済

　

農
薬
の
回
収
は
３
年
に
１
度
Ｊ
Ａ
が
回
収
し

て
く
れ
る
が
、
肥
料
袋
の
処
理
に
困
っ
て
い
る

の
で
Ｊ
Ａ
が
回
収
し
て
く
れ
な
い
か
。

　

使
用
残
農
薬
の
回
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
内

に
適
当
な
回
収
業
者
が
無
い
こ
と
か
ら
Ｊ
Ａ
が
中

間
回
収
先
と
な
り
、
複
数
年
に
１
度
、
支
店
購
買

店
舗
（
那
珂
購
買
除
く
）
に
て
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
肥
料
袋
な
ど
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回

収
に
お
き
ま
し
て
は
、
管
内
若
し
く
は
隣
接
に
廃

棄
処
理
業
者
が
あ
る
支
店
に
お
い
て
は
個
人
で
業

者
へ
の
持
込
み
の
う
え
、
処
分
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
尚
、
肥
料
袋
（
要
洗
浄
）
に
お
き
ま
し

て
は
農
業
用
Ｐ
Ｏ
及
び
マ
ル
チ
と
同
じ
扱
い
で
の

回
収
処
理
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
産
業
廃

棄
物
の
持
込
み
に
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願

い
致
し
ま
す
。
今
年
の
使
用
残
農
薬
の
回
収
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
６
月
12
・
13
日
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

水
稲
を
主
作
物
と
し
て
し
て
い
る
が
、
農
薬

の
ケ
ー
ス
買
い
の
割
引
（
30
％
）
に
つ
い
て
は
、

６
月
ま
で
の
期
限
付
き
で
は
無
く
、
年
間
通
じ

て
の
設
定
と
し
て
欲
し
い
。

　

水
稲
農
薬
を
始
め
農
薬
の
（
ケ
ー
ス
買
い
）
特

別
価
格
は
、
期
間
を
限
定
す
る
こ
と
で
一
括
大
量

仕
入
れ
や
配
送
コ
ス
ト
抑
制
な
ど
を
実
現
し
、
割

引
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
経
済

渉
外
（
め
ぐ
み
）
担
当
者
に
よ
る
推
進
を
主
体
に

予
約
購
買
に
努
め
、
出
来
る
限
り
の
生
産
コ
ス
ト

抑
制
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
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新
規
正
組
合
員
数
、
脱
退
者
数
は
記
載
し
て

あ
る
が
、
新
規
正
組
合
員
数
の
内
、
新
規
就
農

者
は
何
人
か
記
載
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
脱
退

者
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
脱
退
し
て
い
る
の

か
？

　

新
規
就
農
者
が
す
ぐ
離
農
し
て
い
る
の
か
？

　

ま
た
い
る
な
ら
そ
の
理
由
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
。

　

資
料
の
記
載
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
令
で

定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
理
解
下
さ
い
。
正
組
合
員
数
の
内
、
新
規
就

農
者
の
数
で
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
の
「
研
修
事
業
」

を
経
て
就
農
に
至
っ
た
者
と
の
前
提
で
あ
れ
ば
、

令
和
元
年
度
に
は
10
名
が
加
入
さ
れ
て
お
り
、
累

計
に
な
り
ま
す
と
１
１
２
名
が
加
入
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
脱
退
者
に
つ
き
ま
し
て
は
高
齢
化

に
よ
る
死
亡
脱
退
、
任
意
脱
退
に
よ
り
年
々
減
少

し
て
お
り
、
新
規
就
農
者
の
脱
退
は
見
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

経
営
改
革

　

信
用
・
共
済
事
業
が
低
迷
し
て
い
く
予
測
で

あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
の
本
業
で
あ
る
経
済
部
門
に
お

い
て
准
組
合
員
や
地
域
住
民
の
利
用
が
で
き
る

店
舗
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）
を
作
っ
て
み
て
は

ど
う
か
？

　

新
た
な
事
業
に
関
す
る
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
、
地
域
農
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
農
業
関
連
資
材
等
の
供
給
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
と
、
膨
大

な
種
類
の
物
資
を
取
り
扱
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
、

採
算
性
の
面
か
ら
も
、
ま
た
先
述
し
た
Ｊ
Ａ
の
目

的
の
観
点
か
ら
も
十
分
な
検
証
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
組
合
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
提
案

も
い
た
だ
き
な
が
ら
Ｊ
Ａ
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

事
業
に
つ
い
て
研
究
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

宮
崎
Ｓ
Ｓ
の
日
曜
営
業
を
再
開
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
無
理
な
ら
田
植
え
時
期
な
ど
の
繁
忙
期

だ
け
で
も
日
曜
営
業
を
し
て
ほ
し
い
。

　

Ｓ
Ｓ
の
営
業
に
つ
い
て
は
、
資
格
取
得
者
の
適

性
配
置
（
消
防
法
）
を
基
準
に
労
働
環
境
を
考
慮

し
た
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
人
手
不
足

の
な
か
十
分
な
労
働
環
境
が
作
れ
ず
営
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
営
業
日
数
を
増
や
す
事
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
作
業
の
集
中
す
る
田
植

え
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
農
機
セ
ン
タ
ー
と
連
動

し
た
営
業
を
検
討
致
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
肥
料
・
農
薬
の
販
売
を
期
待
し
ま

す
。
除
草
剤
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
方
が
安

い
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
の
交
渉
力
を

発
揮
し
価
格
の
引
下
げ
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

現
在
、
グ
ル
ー
プ
会
社
及
び
指
導
部
門
と
連
携

を
図
り
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
（
30

品
目
）
の
開
発
・
導
入
を
始
め
、
定
期
的
な
競
合

店
等
の
情
報
収
集
の
も
と
、
園
芸
・
畜
産
部
門
等

の
農
薬
・
資
材
等
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、
展

示
会
・
即
売
会
で
の
特
別
価
格
の
実
施
な
ど
、
各

分
野
に
お
い
て
の
生
産
コ
ス
ト
抑
制
対
策
に
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
を
意
識
し
た
農
薬
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

特
売
や
商
系
業
者
特
有
の
戦
略
・
攻
勢
等
に
よ
り

価
格
差
が
生
じ
る
事
が
あ
り
、
価
格
対
策
の
全
て

の
商
品
が
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
仕
入
機
能
の
充
実
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
今
以
上
の
価
格
対
策
を
講

じ
て
い
く
為
に
は
、
予
約
数
量
の
拡
大
は
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
の
で
、
経
済
渉
外
・
指
導
員
が
巡
回

に
伺
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
予
約
注
文
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
機
械
修
理
の
充
実
を
望
む
。
メ
ー
カ
ー

に
修
理
を
頼
む
と
非
常
に
高
く
、
稲
作
等
に
お

い
て
農
機
具
修
理
の
コ
ス
ト
が
一
番
大
き
い
。

メ
ー
カ
ー
か
ら
購
入
し
た
農
機
具
で
あ
っ
て
も

修
理
を
引
き
受
け
て
欲
し
い
。
ま
た
、
農
機
具

用
燃
料
に
つ
い
て
も
燃
料
税
を
軽
減
す
る
よ
う

に
行
政
に
働
き
か
け
て
欲
し
い
。

　
Ｊ
Ａ
以
外
か
ら
購
入
し
た
機
械
も
、
修
理
を
引

き
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
通
常
取
引
の
無
い
メ
ー

カ
ー
に
つ
い
て
は
、
部
品
入
手
に
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
農
機

具
用
燃
料
の
軽
油
に
つ
い
て
は
、
県
税
事
務
所
へ

の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
軽
油
引
取
税

（
32
．
１
円
）
の
免
税
制
度
（
免
税
軽
油
）
が
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動
を
様
々
な
場
所
に
掲
示
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
Ａ
コ
ー
プ
と
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
Ｐ
Ｒ
し
て
部
員
増
員
で
き
た
ら
い
い
と
思
う

が
ど
う
か
？

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現

在
、
広
報
誌
の
「
め
ぐ
み
」
等
を
中
心
に
女
性
部

の
活
動
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
幅
広

い
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
女
性
部
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

バ
ラ
飼
料
の
通
帳
記
帳
に
つ
い
て
、
種
類
・

名
前
を
バ
ラ
飼
料
と
記
帳
す
る
の
で
は
な
く
、

「
宮
崎
中
央
前
期
」
や
「
み
の
り
」
と
印
字
で
き

な
い
も
の
か
。
バ
ラ
飼
料
だ
と
何
の
エ
サ
な
の

か
分
か
ら
な
い
。

　

飼
料
を
含
む
生
産
資
材
代
金
の
口
座
か
ら
の
引

落
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
購
買
と
金
融
と
の
連
動

シ
ス
テ
ム
の
関
係
上
、
品
名
毎
の
引
落
登
録
が
出

来
ま
せ
ん
の
で
、
分
類
名
称
（
肥
料
、
飼
料
、
農

薬
等
）
で
の
通
帳
記
入
と
し
、
引
落
し
さ
れ
た
商

品
に
お
い
て
は
引
落
明
細
表
で
の
確
認
と
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
尚
、
引
落
明
細
表
に
お
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
か
ら
定
期
的
に
配
布
す
る
よ
う
に
致
し

ま
す
。

　

重
油
配
送
委
託
先
と
の
取
引
き
が
な
く
な
っ

た
理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。
今
後
は
Ｊ
Ａ
が
業

務
を
行
う
よ
う
だ
が
大
丈
夫
か
。
ま
た
、
重
油

納
品
時
に
組
合
員
と
配
送
者
で
の
立
会
確
認
は

行
う
の
か
。

　

従
来
の
委
託
先
は
、
社
員
の
高
齢
化
に
よ
る
人

手
不
足
に
加
え
、
車
両
の
老
朽
化
も
あ
り
事
業
の

継
続
が
困
難
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
現
状
通
り
の
重
油
配
送
を
、
Ｊ
Ａ

単
独
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

金　
　
融

　

年
配
者
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
方
法
な
ど
分
か
ら

な
い
時
に
不
安
で
あ
る
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
中
に
支
店

の
貯
金
為
替
課
と
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
電
話
等

の
設
備
を
設
置
出
来
な
い
か
。
ま
た
、
外
回
り

の
職
員
と
す
ぐ
に
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
な
電
話

を
設
け
て
欲
し
い
。

　

今
後
は
、
支
店
窓
口
お
よ
び
Ｊ
Ｂ
Ａ
に
よ
る
Ａ

Ｔ
Ｍ
操
作
方
法
の
周
知
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も

に
、
年
金
受
給
日
に
は
閉
鎖
店
舗
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
ブ
ー

ス
に
職
員
を
配
置
し
、
操
作
方
法
の
誘
導
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
稼

働
時
間
帯
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
ブ
ー

ス
内
に
①
操
作
方
法
を
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
て
案

内
す
る
「
ハ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
機
能
②
休
日
で
も
全

国
集
中
監
視
セ
ン
タ
ー
に
直
通
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
方
法
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
有
事
の
際
の
対

応
を
案
内
す
る
「
オ
ー
ト
ホ
ン
」
機
能
が
搭
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
ブ
ー
ス
内
に
電
話
機
等
通
信
機

材
を
個
別
に
設
置
す
る
こ
と
は
防
犯
上
の
観
点
か

ら
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

共　
　
済

　

組
合
員
も
高
齢
化
し
て
い
く
な
か
で
顔
の
見

え
る
身
近
で
安
心
な
Ｊ
Ａ
共
済
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
の
で
、
共
済
担
当
者
の
異
動
を
あ
ま

り
頻
繁
に
行
わ
な
い
で
ほ
し
い
。

　

地
区
ご
と
に
共
済
担
当
Ｌ
Ａ
を
配
置
し
、
引
き

継
ぎ
し
や
す
い
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
人
事

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
上
の

教
育
的
効
果
と
不
祥
事
未
然
防
止
等
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
か
か
る
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
金
融
、
共
済
部
門
に
お

い
て
は
Ｊ
Ａ
等
に
対
す
る
監
督
方
針
や
体
制
整
備

基
準
等
に
基
づ
い
て
、
５
年
を
限
度
と
し
て
配
置

転
換
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
下
さ
い
。

組
合
員
減
少

　

今
後
、
ま
す
ま
す
正
組
合
員
及
び
出
資
金
の

減
少
が
続
き
、
Ｊ
Ａ
の
組
織
力
の
低
下
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
、
今
後
の
対
応
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

正
組
合
員
及
び
出
資
金
の
減
少
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
の
農
家
の
方
々
の
死
亡
脱
退
・
任
意
脱

退
に
よ
り
前
年
対
比
で
５
３
、７
３
３
口
（
金
額

５
３
、７
３
３
千
円
）
減
少
し
て
お
り
、
毎
年
同
程

度
減
少
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

①
後
継
者
へ
の
出
資
金
の
譲
渡
・
継
続
要
請
を

　
　

行
う
こ
と
。

　

②
組
織
・
事
業
基
盤
の
強
化
及
び
協
同
活
動
へ

　
　

の
参
画
強
化
を
図
る
た
め
、
女
性
部
・
青
年

　
　

部
の
未
加
入
者
・
農
家
子
息
を
主
な
対
象
と

　
　

し
て
、
加
入
推
進
を
行
う
こ
と
。（
令
和
元
年

　
　

度
加
入
実
績
２
２
７
名
）

　

③
任
意
積
立
を
行
い
、
出
資
金
の
流
出
を
カ
バ
ー

　
　

す
る
こ
と
で
将
来
の
経
営
の
安
定
性
を
図
る

　
　

こ
と
。
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新
規
正
組
合
員
数
、
脱
退
者
数
は
記
載
し
て

あ
る
が
、
新
規
正
組
合
員
数
の
内
、
新
規
就
農

者
は
何
人
か
記
載
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
脱
退

者
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
脱
退
し
て
い
る
の

か
？

　

新
規
就
農
者
が
す
ぐ
離
農
し
て
い
る
の
か
？

　

ま
た
い
る
な
ら
そ
の
理
由
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
。

　

資
料
の
記
載
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
令
で

定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
理
解
下
さ
い
。
正
組
合
員
数
の
内
、
新
規
就

農
者
の
数
で
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
の
「
研
修
事
業
」

を
経
て
就
農
に
至
っ
た
者
と
の
前
提
で
あ
れ
ば
、

令
和
元
年
度
に
は
10
名
が
加
入
さ
れ
て
お
り
、
累

計
に
な
り
ま
す
と
１
１
２
名
が
加
入
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
脱
退
者
に
つ
き
ま
し
て
は
高
齢
化

に
よ
る
死
亡
脱
退
、
任
意
脱
退
に
よ
り
年
々
減
少

し
て
お
り
、
新
規
就
農
者
の
脱
退
は
見
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

経
営
改
革

　

信
用
・
共
済
事
業
が
低
迷
し
て
い
く
予
測
で

あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
の
本
業
で
あ
る
経
済
部
門
に
お

い
て
准
組
合
員
や
地
域
住
民
の
利
用
が
で
き
る

店
舗
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）
を
作
っ
て
み
て
は

ど
う
か
？

　

新
た
な
事
業
に
関
す
る
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
、
地
域
農
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
農
業
関
連
資
材
等
の
供
給
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
と
、
膨
大

な
種
類
の
物
資
を
取
り
扱
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
、

採
算
性
の
面
か
ら
も
、
ま
た
先
述
し
た
Ｊ
Ａ
の
目

的
の
観
点
か
ら
も
十
分
な
検
証
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
組
合
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
提
案

も
い
た
だ
き
な
が
ら
Ｊ
Ａ
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

事
業
に
つ
い
て
研
究
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

財
務
・
会
計

　

信
連
の
奨
励
金
は
、
毎
年
ど
の
く
ら
い
あ
っ

て
、
４
年
後
は
本
当
に
何
も
な
い
の
か
？
ま
た
、

共
済
連
も
同
様
に
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

信
連
の
奨
励
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
約

６
億
円
か
ら
７
億
円
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
信
連
奨
励
金
水
準
の
引
き
下

げ
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
５

年
度
に
か
け
て
、
約
２
億
か
ら
３
億
円
の
減
少
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
共
済
連
に
つ
き
ま
し
て

は
、
奨
励
金
が
約
４
千
万
円
、
付
加
収
入
が
約

15
億
４
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

農
民
連
盟

　

農
民
連
盟
の
拠
出
金
を
座
談
会
の
日
当
か
ら

取
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。

　

現
在
の
農
民
連
盟
拠
出
金
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
の
組
合
員
の
代
表
者
か
ら
な
る
代
議
員

会
に
お
い
て
、
充
分
な
協
議
の
う
え
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
拠
出
金
は
任
意
的
な
も
の
で
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
が
、
組
合
員
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
出
席
者
全
員
に
お
願
い
を

し
て
お
り
ま
す
。

本
店
建
設

　

本
店
の
建
設
状
況
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
か
。

　

本
店
建
設
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
と

の
合
同
で
宮
崎
市
地
区
計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
建
設
予
定
地
に
隣
接
す
る
市
道
に
市

の
送
水
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

当
該
地
が
軟
弱
地
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
漏
水
事
故

等
が
発
生
す
る
危
険
性
な
ど
大
き
な
懸
念
事
項
が

判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
関
係
行
政
機
関
、

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
再
三
に
わ
た
り
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
解
決
策
が
見
出
せ
な
い
状
況

と
な
り
、
慎
重
に
協
議
を
行
っ
た
結
果
苦
渋
の
決

断
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
区
計
画
の
取
下
げ
を
申

請
し
本
店
建
設
計
画
を
一
端
見
直
し
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
崎
市
防
災
支
援
拠
点
生
目
の
杜
西
線

（
市
道
）
の
開
通
が
令
和
２
年
７
月
に
予
定
さ
れ
る

中
、
当
該
市
道
に
隣
接
す
る
組
合
敷
地
の
法
面
が

露
出
風
化
し
て
お
り
、
法
面
上
部
の
立
木
倒
伏
や

落
石
に
よ
る
不
測
の
事
故
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

が
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
災
害
の
未
然
防
止
の

観
点
か
ら
、
現
在
、
立
木
伐
採
と
法
面
の
一
部
掘

削
の
防
災
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
方
針
と
し
ま
し
て
は
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
ま
す
経
営
改
革
（
金
融
店
舗
の
再
編
・
営
農

関
連
事
業
の
事
業
改
革
）
な
ど
の
動
向
を
見
据
え

な
が
ら
適
時
適
切
な
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。施

設
整
備

　

木
花
支
店
は
今
後
も
残
っ
て
い
け
る
の
か
。

ま
た
、
老
朽
化
に
よ
る
建
替
え
や
エ
ー
コ
ー
プ

木
花
店
改
築
に
合
わ
せ
、
エ
ー
コ
ー
プ
店
舗
に

併
設
の
移
転
計
画
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　

木
花
支
店
に
つ
き
ま
し
て
も
店
舗
機
能
の
強
化

を
図
り
、
店
舗
の
継
続
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
替
え
に
つ
い
て
は
、
経
営
改
革
に
よ
る
店
舗

再
編
を
し
て
い
く
中
で
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
エ
ー
コ
ー
プ
木
花
店
改

築
工
事
に
伴
い
同
敷
地
内
へ
の
移
転
を
含
め
検
討

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
段
階
で
は
木
花
支
店
の
改

修
時
期
が
未
定
及
び
駐
車
場
の
確
保
が
難
し
い
為
、

エ
ー
コ
ー
プ
木
花
店
へ
の
移
転
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

穆
佐
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
出
入
り
口
が
狭

い
の
で
、
も
っ
と
広
く
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

隣
接
地
（
穆
佐
小
職
員
駐
車
場
）
の
一
部
を
使

用
で
き
る
よ
う
宮
崎
市
に
交
渉
し
て
ほ
し
い
。

　

隣
接
地
で
あ
る
穆
佐
小
職
員
駐
車
場
に
つ
い
て

は
宮
崎
市
教
育
委
員
会
と
連
絡
を
取
り
、
交
渉
の

為
３
月
９
日
に
訪
問
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
連
に
よ
り
、
交

渉
の
場
が
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
ま
だ
交
渉

が
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
密

に
連
絡
を
取
り
、
宮
崎
市
教
育
委
員
会
と
交
渉
後

回
答
い
た
し
ま
す
。

プ
リ
エ
ー
ル

　

プ
リ
エ
ー
ル
佐
土
原
の
杜
利
用
時
、
す
べ
て

の
駐
車
場
が
満
車
で
警
備
員
に
「
時
間
を
ず
ら

し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
会
葬
者

の
多
い
時
は
臨
時
駐
車
場
を
準
備
出
来
な
い
か
。

　

プ
リ
エ
ー
ル
佐
土
原
の
杜
の
駐
車
場
に
関
し
ま

し
て
は
、
最
大
で
１
４
５
台
（
斎
場
65
台
、
那
珂

支
店
50
台
、
第
２
駐
車
場
30
台
）
駐
車
可
能
で
あ

り
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
件
は
、
昨
年
12
月
の
ご
葬

儀
の
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

対
応
し
ま
し
た
警
備
員
の
言
動
で
、
不
快
感
を

与
え
て
し
ま
い
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
現
状
で
は
、
近
隣
に
臨
時
的
に
対
応
で

き
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
望
め
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
今
後
多
く
の
会
葬
者

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
花
ケ
島
の
杜
で
の
実
施

を
促
す
等
の
対
策
で
対
応
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
警
備
員
の
対
応
に
も
、
十
分
な

配
慮
を
心
掛
け
る
よ
う
再
教
育
し
て
ま
い
り
ま
す
。

蠍座 10/24〜11/22 全体運★上昇運です。計画推進に力を入れればゴールは間近。状況を再分析しての見直しは吉と出ます。連絡は早めに13　2020.６月号　めぐみ 2020.６月号　めぐみ　12



　

春
の
暖
か
い
日
差
し
、
風
を
受

け
て
、
今
年
も
美
味
し
い
お
茶
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

４
月
上
旬
よ
り
各
地
区
で
の
新

茶
摘
採
が
始
ま
り
ま
し
た
。
緑
茶

に
含
ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
に
は
抗
酸

化
作
用
な
ど
、
ビ
タ
ミ
ン
も
豊
富

で
お
肌
の
調
子
を
良
く
す
る
働
き

も
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
で
過
ご
す
時
間
に
は
緑
茶

を
入
れ
て
、
優
雅
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？　

ぜ
ひ
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
産
の

お
茶
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

茶
旬

　管内のお茶生産者の圃場を JA 役職員らが巡回を行い
ました。役職員らは、生産者より今年のお茶の生育につ
いてやコロナウイルスによる流通についてなどの意見・質
問を伺いました。
　今年は暖かい日もつづき、お茶の生育も大変良好との
ことです。

高岡町にて

茶園巡回で今年の概況確認

４月７日

射手座 11/23〜12/21 全体運★運勢は吉凶混合。丸ごとうまくはいかないので良い方は伸ばし、攻められたら防戦を。めりはりが大事15　2020.６月号　めぐみ 2020.６月号　めぐみ　14



マ
ン
ゴ
ー
を
食
べ
て
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
出
荷
し
ま
す
！

完熟マンゴー 　４月16日に全国の市場で一斉に解禁となった完
熟マンゴー「太陽のタマゴ」。糖度15度以上で１玉
が 350ｇ以上の基準をクリアしたものです。甘い香
りで果汁たっぷり、濃厚でとろける食感です。店
頭での販売だけでなく、今年はネットでの販売も
好評です。

　４月17日宮崎市、４月22日には国富町へ贈呈を行
いました。今年は新型コロナウイルスの影響で全国
への流通が懸念される中、「太陽のタマゴ」出荷がス
タートとなりました。
　宮崎市へ贈呈を行った仁田脇義彦部会長は「今年
は例年にない糖度や色味ともに非常に良いものがで

きました。全国のみなさまへ元気が与えれるように宮
崎から発信していきたいです」と挨拶。５月中旬～下
旬に出荷のピークを迎え、400㌧の出荷を目指しま
す。全国放送テレビでの賞品やふるさと納税の返礼
品としても大人気です。

国富町中別府尚文町長へ贈呈宮崎市戸敷正市長へ贈呈

「太陽のタマゴ」出荷解禁！４月17日・22日

山羊座  12/22〜1/19 全体運★運勢は次第に荒れ模様に。情報はまず出どころを確かめて。迷ったときにはパートナーに判断を任せるのが良さそう15　2020.６月号　めぐみ 2020.６月号　めぐみ　14



ススククッッピピトトととっっほほ

住吉支店
は の

わ
すすぴ

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●月●日 ●●●●●●●●●

例年、宮崎市立住吉小学校・住吉南小学校に
て農業体験学習として田植えが行われてい
ます。４月９日、今年度は休校となっているた
め、各学校で青年部と教員の方々による田
植えが行われました。
住吉南小学校では生徒たちに代わって３名
の先生らが田植えを体験。校長先生も毎年
生徒らが楽しみにしている田植え体験とあっ
て今年は非常に残念と話します。青年部が機
械を使って残りの田植えを終えると、先生ら
によって肥料も播かれました。
たくさんのお米が実り、生徒たちが収穫を通
してお米の学習ができることを願います。

生徒たちのために
頑張ります！

アールスメロン
　ＪＡ宮崎中央アールスメロン部会の８名の生産者
が、宮崎市内で丹精込めて栽培しています。芳醇
な香りと甘味がたっぷりつまったアールスメロンは、
今年も宮崎の光を浴びながら立派に仕上がりました。
　昨年末には贈答用の包装に力を入れ売り方の工
夫も行うなど、生産者、宮崎市と協力して販売 PR
にも力が入っています。

　宮崎市戸敷正市長への贈呈式も行われました。贈呈時
には同部会長友政弘会長が「生産者の数も減ってしまいま
したが、ＪＡと行政の力を借りながら他産地に負けないよ
う、生産者で一致団結していきたい。」と挨拶しました。

４月21日

水瓶座 1/20〜2/18 全体運★パワフルに動き回れる好調運。優先順位を考えて効率良く動きましょう。見晴らしの良い開けた場所にツキ17　2020.６月号　めぐみ 2020.６月号　めぐみ　16



ススククッッピピトトととっっほほ

ＪＡ宮崎中央花き連絡協議会の花き生産者たちによって宮崎
市と国富町へ嘆願書が提出されました。コロナウイルスの影響
による花き販売の低下により花き生産者の問題は深刻化してい
ます。売り場の減少、イベントの中止、冠婚葬祭の縮小などで
使用される頻度も減り、栽培する上でも重油や賃金など多くの
費用が掛かります。そのような状況を行政に報告、今後の対応

を求めました。同協議会門前出光会長は「要望については県
　や国にもお伝えいただきお力添え頂きたい」と挨拶し、７項
　目の要望を記載した嘆願書を手渡しました。
　ＪＡ宮崎中央でも野菜、果樹、花きの即売会を行い、まず
　は生産者同士の助け合いをつなぎ、消費拡大を目指していき
　ます。

　ＪＡ宮崎中央は、新型コロナウイルスによる影響から医療現場や
施設のマスク等不足を問題とする中、地域のために少しでも手助け
になればとマスクの寄贈を行いました。また、農業用資材であるマル
チを使って防護服の製作を行い、病院への寄贈を行いました。
　マスクは医療現場へ届けるため、宮崎市と国富町にそれぞれ寄
贈しました。その後、地域の老人ホームや地域の正組合員、青年部、
女性部、年金受給のある高齢者へ配布を行いました。
　また、ビニール製の防護服作成については、社会医療法人同心会

4月30日 花き生産者　市・町へ嘆願書提出

３月25日 児童館へ花を贈りＰＲ３月４日 優秀安全運転
事業所受賞

4月～5月

コロナウイルス
対策に地域貢献

宮崎市役所にてマスク寄贈

特別養護老人ホームめぐみの里へマスクを寄贈古賀総合病院へ手づくり防護服を寄贈

国富町役場にてマスク寄贈

[上]中別府尚文町長へ提出

[左]宮崎市戸敷正市長へ提出

南宮崎支店

２月１１日、清武町にて「第18回安井息軒梅
まつり」に南宮崎支店職員が参加しました。
多数のステージイベントも開催され、たくさ
んの来場者が訪れていました。
ＪＡでは南宮崎いちご部会青年部と協力し、
イチゴ、ミニトマト、日向夏などを販売し、管
内農産物のＰＲを行いました。

は の

わ
すすぴ

販売車にずらり！

美味しいイチゴもずらり!!

ＪＡ宮崎中央は、国富
町にある４つの児童館へ
花きを贈りました。この取
組は新型コロナウイルスの
影響で児童館で過ごす児
童たちに花を見て、触れて
少しでも明るい気持ちに
なってほしいと考え、今
年初めて実施いたしまし
た。２５日は国富町木脇
児童館へトルコギキョウや
ダリアなどのＪＡ宮崎中央
産花きをＪＡ職員から児童
へ贈りました。
受け取った後、３人の児童は好きな色や種類を選び、慣れない様子ながら
も楽しそうに花瓶に花を活けました。児童館の先生らは、綺麗な花を飾れて
嬉しい、保護者の方からも喜んで頂きましたと話されました。

ＪＡ宮崎中央子会社の㈱ジェイエイ福祉は宮崎県警察
本部と自動車安全運転センターより優秀安全運転事業所
として金賞を表彰されました。これは適切な安全運転管
理に努め、交通事故防止に貢献したことでの表彰とな
り、２年連続の金賞でありました。
同会社菅井明世部長は「今後の受賞も目指し、職員一
同でより一層の安全運転を心掛けて参ります」と意気込
みを話しました。

㊧㈱ジェイエイ福祉　田中久男専務

古賀総合病院のアドバイスを受け、ビニール加工センターの一部で
製作を行いました。５月７日、製作した１５０枚の防護服を寄贈しまし
た。病院関係者の方々から防護服の不足の現状を聞き、今回のＪＡ
での製作を大変感謝いただきました。
　作り方は段ボールで作った型に合わせ、マルチを切り、家庭用ア
イロンでつなぎ合わせます。10分ほどで出来る簡単なものです。イ
ンターネットで検索すると作成法も掲載されているとのことです。

全体運★あれもこれもやらなければと気負い過ぎてリズムを乱してしまいそう。できそうにないことは早めにお断りを魚座  2/19〜3/2017　2020.６月号　めぐみ 2020.６月号　めぐみ　16



畜産部だより

4 令和２年４月17日
【出場頭数】雌子牛の部20頭　去勢子牛の部3頭

4

cham
pion

野崎　利博さん［田野］ 西村　幸一さん［宮崎］

令和2年4月13日～14日

「大地」号(H31.8.17)父「耕富士」、母の父「福之国」、
母の祖父「安平」、母の母の祖父「福茂」

【去勢の部】
2席  　野崎　章吾（田　野）
3席  　山岡　龍司（国　富）

【雌牛の部】
2席  　児玉　洋子（南宮崎）
3席  　長野　貴寛（高　岡）
4席  　三根　正則（国　富）

5席  　高橋　正輝（佐土原）
6席  　甲斐　芳彦（佐土原）
7席  　上野　隆司（国　富）

8席  　図師　一彦（佐土原）

「りほの１」号(H31.7.25)父「勝光美」、母の父「勝平正」、
母の祖父「福之国」、母の母の祖父「大将」

成績（敬称略、かっこ内は支店名）

地　区 性　別 頭　数 最　高 最　低 平均価格 kg単価

宮　崎 雌 21 887,700 435,600 642,609 2,401
去勢 50 893,200 421,300 651,222 2,238

南宮崎 雌 61 1,045,000 372,900 644,708 2,371
去勢 75 881,100 398,200 674,461 2,293

田　野 雌 29 743,600 150,700 589,182 2,218
去勢 43 849,200 484,000 661,944 2,297

佐土原 雌 36 991,100 100,100 675,980 2,441
去勢 47 876,700 532,400 705,638 2,334

高　岡 雌 21 991,100 496,100 639,623 2,321
去勢 33 914,100 453,200 659,766 2,213

国　富 雌 69 1,105,500 209,000 647,836 2,352
去勢 85 979,000 326,700 650,410 2,262

合　計
雌 237 1,105,500 100,100 642,938 2,356

去勢 333 979,000 326,700 666,160 2,276
総体 570 1,105,500 100,100 656,505 2,308

cham
pion
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早
期
水
稲 

Rice

移
植
後
の
概
要

　
本
年
の
田
植
え
最
盛
期
は
平
年
並
み
の
３
月
26
日
と
な

り
ま
し
た
。
田
植
え
直
後
の
低
温
・
強
風
に
よ
り
葉
の
黄

化
が
あ
り
、
そ
の
後
、
天
候
は
良
く
水
温
・
地
温
は
上

が
っ
て
き
て
い
る
が
、
強
風
が
続
い
た
影
響
に
よ
り
、
水

分
蒸
散
の
ス
ト
レ
ス
に
て
生
育
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
４

月
23
日
の
生
育
調
査
結
果
で
は
、
葉
齢
は
平
年
よ
り
少
な

く
4.9
枚
、
茎
数
は
平
年
よ
り
多
く
7.0
本
、
草
丈
は
平
年
よ

り
低
く
23
・
６
㌢
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
※
葉
齢
…
葉
の

枚
数
、
茎
数
…
分
け
つ
の
本
数
）

水
管
理

　
中
干
し
後
は
間
断
か
ん
水
（
３
〜
５
日
お
き
に
水
を
入

れ
る
）
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
穂
肥
は
水
を
入
れ

て
か
ら
行
い
ま
す
。
ま
た
幼
穂
形
成
期
〜
開
花
期
は
、
稲

の
一
生
の
中
で
最
も
水
が
必
要
な
時
期
で
す
の
で
水
を
切

ら
さ
な
い
よ
う
に
湛
水
し
、
そ
の
後
は
間
断
か
ん
水
で
最

後
ま
で
根
を
健
全
に
保
ち
登
熟
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

除
草

　
雑
草
の
種
類
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
除
草
剤
を
選
択
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
除
草
剤
の
種
類
に
よ
っ
て
使
用
方
法
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
も
し

く
は
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

穂
肥

①
穂
肥
の
時
期･･･

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
出
穂
15
〜
20
日
前
で

　
す
。
平
均
的
な
株
の
最
も
長
い
茎
を
株
元
か
ら
引
き
抜

　
き
幼
穂
を
確
認
し
ま
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
幼
穂
の
長
さ

　
が
１
㎝
ほ
ど
あ
れ
ば
穂
肥
の
適
期
で
す
。

②
穂
肥
の
量･･･

施
用
量
は
「
カ
ラ
ー
ス
ケ
ー
ル
」
等
を
使

　
用
し
て
判
断
し
て
下
さ
い
。
雨
後
や
朝
露
が
残
っ
て
い

　
る
時
の
施
用
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

※
早
期
一
発
君
に
つ
い
て

　
早
期
一
発
君
に
は
基
肥
に
加
え
、
穂
肥
分
の
窒
素
も
含

ま
れ
て
お
り
、
施
肥
が
１
回
で
済
む
よ
う
に
製
造
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
穂
肥
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
防
除
》散布

時
期

対
象
病
害
虫

農
薬
名
・
倍
数

６
月

中
旬

紋
枯
病

バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
５

（
１
０
０
０
倍
１
５
０

Ｌ
）
又
は
バ
リ
ダ
シ
ン

粉
剤
Ｄ
Ｌ
（
３
〜
４
㎏
）

下
旬
出
穂
穂
い
も
ち
病
、

カ
メ
ム
シ

ビ
ー
ム
エ
イ
ト
ス
タ
ー
ク
ル
ゾ

ル
（
１
０
０
０
倍
１
５
０
Ｌ
）

又
は
ビ
ー
ム
ス
タ
ー
ク
ル
粉
剤

５
Ｄ
Ｌ
（
３
〜
4
㎏
）

散
布
時
期

対
象
病
害
虫

農
薬
名
・
倍
数

７
月
上
旬

カ
メ
ム
シ

ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10

（
１
０
０
０
倍
１
５
０
Ｌ
）

又
は
ス
タ
ー
ク
ル
粉
剤
Ｄ

Ｌ
（
３
㎏
）

　

動
噴
等
を
持
た
な
い
方
は
幼
穂
形
成
期
に
穂
い
も
ち
・

紋
枯
病
の
対
策
と
し
て
「
オ
リ
ブ
ラ
イ
ト
１
キ
ロ
粒
剤
」

の
施
用
が
効
果
的
で
す
。
使
用
量
は
10
ａ
当
た
り
１
㎏
。

使
用
時
期
が
収
穫
45
日
前
ま
で
で
す
の
で
、
散
布
時
期
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

   

普
通
期
水
稲 

Rice

　
近
年
で
は
、
６
月
上
旬
ま
で
に
移
植
し
た
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

は
、
気
温
の
高
い
時
期
に
出
穂
す
る
た
め
、
登
熟
が
不
完

全
と
な
り
乳
白
米
、
心
白
米
の
発
生
に
よ
り
下
位
等
級
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
田
植
時
期
を
６
月
20
日
以

降
に
遅
ら
せ
て
品
質
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

田
植
え

　
条
間
30
㎝
×
株
間
17
〜
18
㎝
植
え
で
、
坪
当
た
り
60
株

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

　
葉
い
も
ち
・
ウ
ン
カ
類
・
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
対
策
と
し
て
、

サ
ン
ス
パ
イ
ク
箱
粒
剤
を
苗
箱
に
施
用
し
病
害
虫
防
除
の

初
期
予
防
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
つ
け
苗
は
、
い
も

ち
病
の
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
取
り
除
い
て

下
さ
い
。

水
管
理

　
田
植
え
か
ら
10
日
間
は
深
水（
水
深
４
〜
５
㎝
）に
し
て
、

根
の
活
着
を
促
し
ま
す
。
根
が
活
着
し
た
ら
、
水
温
と
地

温
を
上
げ
る
た
め
浅
水
（
水
深
１
〜
２
㎝
）
に
し
て
分
け

つ
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

飼
料
用
イ
ネ

　
周
囲
に
主
食
米
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
等
）
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
病
害
虫
防
除
を
実
施
し
て
下
さ
い
。
近
年
、
飼
料
用

イ
ネ
か
ら
の
ウ
ン
カ
・
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
・
カ
メ
ム
シ
の
飛

来
に
よ
り
、
主
食
米
へ
の
被
害
が
多
数
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
畦
畔
管
理
を
徹
底
し
、
出
穂
前
後
の
２
週
間
は
畦
畔

の
草
刈
り
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

《
ウ
ン
カ
・
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
対
策
》

方
法

薬
剤
名

使
用
量

箱
施
薬

〈
普
通
期
５・６

月
移
植
〉

デ
ジ
タ
ル
バ
ウ
ア
ー

箱
粒
剤

（
い
も
ち
病
・
ニ
カ

メ
イ
チ
ュ
ウ
・
コ
ブ

ノ
メ
イ
ガ
・
ウ
ン
カ

類
対
策
）

50
ｇ
／
箱

《
カ
メ
ム
シ
対
策
》

方
法

薬
剤
名

使
用
量

本
田
防
除

〈
出
穂
期
以
降
〉
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10
１
０
０
０
倍

１
５
０
Ｌ

※
詳
し
い
内
容
は
飼
料
用
イ
ネ
栽
培
こ
よ
み
を
参
照
し
て

下
さ
い
。　

　

 

温
州
み
か
ん 

 
Fruit

病
害
虫
防
除

《
必
須
防
除
》

散
布
時
期
対
象
病
害
虫

農
薬
名
・
倍
数

５
月
下
旬

そ
う
か
病

黒
点
病

ペ
ン
コ
ゼ
ブ(

水)　

４
０
０
倍

混
用

散
布

ハ
ダ
ニ

ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル

２
０
０
倍

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
ス
プ
ラ
サ
イ
ド(

乳)

40

１
５
０
０
倍

６
月
下
旬

黒
点
病

ペ
ン
コ
ゼ
ブ(

水)　

６
０
０
倍

混
用

散
布

コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
類

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム（
フ
）

２
０
０
０
倍

７
月
中
旬

黒
点
病

ペ
ン
コ
ゼ
ブ(

水)

６
０
０
倍

※
ス
リ
ッ
プ
ス
多
発
園
は
ダ
ン
ト
ツ(

溶)

２
０
０
０
倍
を
混
用

《
臨
機
防
除
》

対
象
病
害
虫

農
薬
名
・
倍
数

ナ
メ
ク
ジ
類

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ス
ラ
ゴ
１
〜
５
㎏
／
10
ａ

※
毎
年
カ
タ
ツ
ム
リ
・
ナ
メ
ク

ジ
類
の
多
い
園
地
は
銅
箔
テ
ー

プ
又
は
銅
テ
ー
プ
を
使
用
す
る
。

ハ
ダ
ニ

ダ
ニ
カ
ッ
ト(

乳)

１
０
０
０
倍

混
用

散
布

サ
ビ
ダ
ニ

ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル

４
０
０
倍

ハ
ダ
ニ

サ
ビ
ダ
ニ

メ
ビ
ウ
ス(
フ)

２
０
０
０
倍

※
（
水
）
水
和
剤
（
乳
）
乳
剤
（
フ
）
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
（
溶
）

水
溶
剤

※
葉
面
散
布
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
理
落
果
が
軽
減
さ

れ
、
果
実
肥
大
も
良
く
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
葉
面
散

布
は
行
い
ま
し
ょ
う
。

パ
ワ
フ
ル
グ
リ
ー
ン
２
号　

８
０
０
倍
又
は
、
又
は
、
尿

素　
５
０
０
倍

※
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
は
６
月
末
ま
で
に
は
散
布
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
極
早
生
で
着
色
遅
れ
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
。）

※
開
花
後
に
デ
ラ
ン
（
フ
）
を
散
布
し
た
園
で
は
、
ハ
ー

ベ
ス
ト
オ
イ
ル
の
散
布
は
し
な
い
で
下
さ
い
。（
薬
害
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
。）

※
黒
点
病
予
防
の
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤
、
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ

ン
水
和
剤
や
エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤
は
３
０
０
㎜
程
度

の
雨
量
で
効
果
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
散
布
後
２
５
０

㎜
程
度
雨
が
降
っ
た
ら
次
回
の
散
布
を　
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
飛
来
が
多
い
園
地
は
、
７
月
中
旬
〜

８
月
上
旬
に
モ
ス
ピ
ラ
ン
Ｓ
Ｌ(

液)

を
４
０
０
倍
で
幹
に

の
み
散
布
し
て
下
さ
い
。

摘
果
管
理

　
満
開
後
30
〜
４
０
日
で
二
次
生
理
落
果
が
始
ま
り
ま
す

が
、
６
月
中
旬
頃
か
ら
小
玉
果
等
を
主
体
に
し
た
粗
摘
果

を
始
め
ま
し
ょ
う
。
粗
摘
果
は
早
い
ほ
ど
小
さ
い
果
実
へ

の
養
分
の
流
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

①
摘
果
の
時
期

○
粗
摘
果
の
時
期
は
結
果
部
位
よ
っ
て
実
施
時
期
が
異
な

　
り
ま
す
。

　

６
月
中
旬
〜
６
月
下
旬
：
樹
冠
下
部
を
全
摘
果
し
ま
す
。

　
（
ふ
と
こ
ろ
・
下
垂
枝
・
弱
小
枝
）

　

６
月
下
旬
〜
７
月
上
旬
：
樹
冠
中
部
の
最
終
摘
果
量
の

　
70
％
を
摘
果
し
ま
す
。

　

７
月
中
旬
〜
８
月
上
旬
：
樹
幹
上
部
の
最
終
摘
果
量
の

　
70
％
を
摘
果
し
ま
す
。

○
仕
上
げ
摘
果
は
摘
果
残
量
の
30
％
を
、
果
実
肥
大
状
況

　
を
見
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　
　
７
月
中
旬
〜
：
樹
冠
中
部

　
　
収
穫
期
ま
で
：
樹
冠
上
部

※
仕
上
げ
摘
果
の
目
安
と
し
て
満
開
後
80
日
目
の
果
実
横

　
径
が
40
㎜
に
達
し
て
い
な
い
も
の
を
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。

②
摘
果
の
方
法

　
樹
全
体
か
ら
み
た
葉
果
比
は
、
粗
摘
果
が
14
枚
に
１
果
、

仕
上
げ
摘
果
が
20
枚
に
１
果
と
な
り
ま
す
。

《
摘
果
時
の
注
意
事
項
》

・
極
小
果
・
傷
果
を
中
心
に
摘
果
し
ま
す
。

・
強
い
枝
に
結
果
し
た
果
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
先
端
部

　
が
あ
る
程
度
垂
れ
る
ま
で
は
摘
果
し
ま
せ
ん
。

・
有
葉
果
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
残
し
ま
す
。

《
詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
果
樹
担
当
指
導
員
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。》
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虫
歯
を
予
防
し
歯
の
健
康
維
持
に
大

切
な
の
が
3
〜
6
カ
月
に
1
回
の
歯
科

検
診
と
毎
日
の
適
切
な
「
歯
磨
き
」。

　
歯
を
磨
く
習
慣
は
、
そ
の
人
や
家
庭

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
ず
、
朝

起
き
て
す
ぐ
の
歯
磨
き
、
こ
れ
は
大
切

で
す
。
寝
て
い
る
間
に
口
腔
（
こ
う
く

う
）
内
の
雑
菌
や
前
夜
ま
で
に
吸
い
込

ん
で
、
寝
て
い
る
間
の
呼
吸
で
口
の
中

に
出
て
き
た
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
歯
の

周
囲
に
付
着
し
て
い
ま
す
。
起
床
後
す

ぐ
の
歯
磨
き
は
、
ス
ッ
キ
リ
し
て
気
持

ち
が
良
く
、
歯
の
健
康
の
た
め
に
も
良

い
だ
け
で
は
な
く
、
風
邪
な
ど
感
染
症

の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
就
寝
前
は
丁
寧
に
歯
ブ
ラ
シ
で
歯
を

磨
き
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ

シ
も
使
用
し
て
、
歯
の
間
も
き
れ
い
に

し
ま
す
。
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き
粉
を
使

用
す
る
な
ら
、
歯
に
フ
ッ
素
を
残
す
た

め
軽
く
１
回
う
が
い
を
す
る
程
度
で
十

分
で
す
。

　
起
床
時
と
就
寝
前
は
歯
を
磨
く
と
し

て
、
食
後
は
歯
科
の
専
門
家
の
間
で
も

意
見
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
か
つ
て
は

「
毎
食
後
、
１
日
3
回
、
1
回
に
3
分
間

以
上
の
歯
磨
き
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
最
近
は
「
食
事
に
含
ま
れ
る
酸
で

歯
の
表
面
が
弱
く
な
る
食
後
に
歯
磨
き

す
る
と
歯
を
傷
つ
け
る
」
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
「
食
後
は
虫

歯
の
原
因
に
も
な
る
糖
分
を
す
ぐ
に
落

と
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

歯
磨
き
は
食
後
30
分
く
ら
い
で
行
い
、

農
作
業
な
ど
で
屋
外
に
い
て
歯
磨
き
し

に
く
い
と
き
は
、
水
で
う
が
い
を
し
て

洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
食
後
す
ぐ
に
、

力
を
入
れ
て
の
数
分
間
も
の
歯
磨
き
は
、

歯
に
傷
を
付
け
て
虫
歯
の
原
因
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
歯
ブ
ラ
シ
は
古
く
な
る
と
歯
を
き
ち

ん
と
磨
け
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
歯
肉

を
傷
め
ま
す
。
1
カ
月
に
1
回
は
新
調

す
る
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。

　
高
齢
者
や
糖
尿
病
や
腎
不
全
な
ど
の

病
気
が
あ
る
人
は
虫
歯
か
ら
炎
症
が
広

が
り
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の

で
、
虫
歯
も
侮
れ
ま
せ
ん
。

家
族
の
健
康

6
月
4
日
は
「
虫
歯
予
防
デ
ー
」
で
す
。

健
康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
福
田

　千
晶

良
い
歯
を
維
持
し
た
い

シェフ永井のおすすめ
永
なが

井
い

智
とも

一
かず

　茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 

材 料（2人分）
ブリ	 	 	 2 切れ（30g）
新ジャガイモ	 ゆでた物 2個
アスパラガス	 ゆでた物 5本
トマト	 	 中 1個（4等分）
紫芽（むらめ）※赤シソの若芽
	 	 	 適宜
サラダ油	 	 適宜
かつおだし汁	 2 カップ
バター	 	 大さじ 1
塩・こしょう	 適宜
しょうゆ	 	 小さじ 1/2

作り方
❶ ゆでた新ジャガイモは厚めに輪切りにしサラダ油で
　 素揚げする。
❷ 鍋にだし汁とバターを入れて中火にかけ、沸いたと
　 ころに素揚げした新ジャガイモを入れて弱火にして
　 10 分ほど煮る。

❸ 同じ鍋にアスパラガスとトマトを入れ 3分ほど煮る。
❹ ❸ 仕上げにしょうゆを入れ、塩・こしょうで味を調
　 え器に盛り、紫芽を散らして出来上がり。

新ジャガとアスパラのバター煮
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頭の体操
　テのカギタ 　コのカギヨ

01．そんなの簡単さ、――前だよ
04．６月ごろの長雨のこと
06．東京と北京では１時間、東京とモス
　　 クワなら６時間
07．ラブレターです
09．漢字で書くと金糸雀。美しい声で鳴
　　 く小鳥です
10．学級――の進行で学級会が行われた
12．下仁田ネギや水沢うどんで知られる県
14．――は210円、往復で420円です
16．ホッキョクグマの別名です
17．黒、赤玉、鹿沼といえば
18．停留所に止まりながら客を運びます
19．宴会によく使われる飲食店

01．初夏にピンクや紫色の花を咲かせます
02．パンダの餌になる植物
03．相撲取りのリングネーム
04．煮た小豆に砂糖を混ぜて作ります
05．那須与一はこれの名手
08．出口の反対語
09．湖などの水を取り除いて陸地にすること
11．ギリシャ神話の登場人物。鳥の羽根をろ
　　 うで固めて翼を作り、空を飛びました
13．臼でひいて粉にした茶
15．入院した友人のお――に行った
16．『桃太郎』でおじいさんが刈りに行った物
17．刀の手で持つ部分

宮崎牛・みやざき和牛消費券
３０００円分

下記の要領で６月22日㈪
（当日消印有効）までにお送りください。
当選者発表は８月号です。

４月号の答え「ホタルイカ」

応募方法・締切

４月号のプレゼント
宮崎のお茶巡り　

おめでとうございます。今月の応募は７９通でした。

赤松みどりさん
今岡真紀子さん
河野　陽子さん
黒岩ゆりえさん
永冨きぬよさん

浜田　重徳さん
日高伊津子さん
日髙　正明さん
森本　裕子さん
矢野　詩織さん

※当選者の発表は誌面にて行います。なお公正を期すため
　本名での発表とさせて頂きますので、ご応募の際は了解下さい。

お 便 り は こ ち ら
あなたのお便り、情報をお待ちしています。私たちの地域でこんなことがある、こんな珍しい作
物がとれた！また、「めぐみ」で取りあげてほしいコーナーなど、ご意見・ご要望等も、どしどし
お寄せください。お待ちしています！

〒880-0813 宮崎市丸島町1番17号 ＪＡ宮崎中央 本店
JAだより「めぐみ」係
TEL.20-1001  FAX.20-1436

投稿に際して取得した
個人情報は、承諾なく第三者に

提供しません。

※ご応募に際して取得した個人情報はこのたびのプレゼントの抽選・発送
以外には一切使用しません。また承諾なく第三者に提供しません。但し、
コメントに関しては「WELCOME JA」に掲載させていただく場合があり
ますので、ご了承下さい。

10

〒880-0813 ①クイズの答え
　○○○○
②〒・住所・氏名（匿名の場
　合はペンネームも）・年齢・
　電話番号
③ＪＡだより「めぐみ」
　やＪＡ、農業に対する
　メッセージ、日常のこ
　ぼれ話、イラストなど
　（必ず書いてくださいね！）

宮
崎
市
丸
島
町
１
番
17
号

　
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央

め
ぐ
み
６
月
号
係

63

そのまま食べるだけでなく、乾燥させたり、
ジャムにしてみたり…

二重マスの文字をA～Dの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

※●月中の発送となります
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宮崎の農産物をお届け！

宮崎てげうま産直便
農畜産品を生産者や生産地の情報に合わせてダイレクトにお届けします。

URL ： http://shop.ja-direct.net/
みやざき中央農産物ファン拡大事業委員会

ＪＡ宅建情報プラザ
不動産売買のご相談から賃貸のご案内、不動産の有効活用までお気軽にご相談ください

宮崎市清武町加納４丁目１番地（加納支店隣）
ＴＥＬ　0985‐85‐6071
ＦＡＸ　0985‐85‐6072
営業時間　8：30～17：30 お手持ちの携帯電話から、いつでもどこでも

簡単に物件が調べられます。

JA情報宅建プラザ

『取り扱い物件』はこちらから→

● 賃貸物件のご紹介　　　  ● 土地・建物の売買仲介
● 土地・建物の賃貸仲介　　 ● 宅地分譲

お問い合わせ

もしものときの大きな安心

ご葬儀の事前相談ご葬儀の事前相談

事前相談とは、もしもの時に慌てることがないよう、あらかじ
め葬儀についての情報を集め、費用や場所、会葬数などを相談
して頂き、ご葬儀の「かたち」を決めておくことです。

随時
受付中

記念品を進呈いたします
お気軽にご相談ください

ご相談にお越し
頂いたお客様へ

各種イベント情報などをお届け!!

わちどんが村 式部の里
LINE＠はじめました！

QRコードから
友だち登録！！

臨時理事会

以上５議案が、可決・決定及び承認されました。

令和２年４月２８日㈫　ＪＡＡＺＭ大ホール

理事の報酬について
㈱ジェイエイ福祉、㈱アグリプラス、㈲ジェイエイファームみやざ
き中央の監査役の選任について
業務報告書及び連結業務報告書について 
農産物検査業務規程の一部変更について
コア花ヶ島営農経済事務所の移転整備計画について

1

2

3

4

5

人事異動（かっこ内は旧部署）

【人事異動】令和２年４月２３日付　
　前田　理恵 高岡支店　融資課　融資係（育児休業）

令和２年５月７日付
　伊藤　　瞳 住吉支店　金融課　貯金為替係（育児休業）

お知らせ
　ＪＡ宮崎中央では、４月下旬、正組合員、年金友の会、
青年部、女性部のみなさまへマスクを配布いたしました。
ＪＡ職員１人１人が心を込めてご自宅にお届けしまし
たが、接触を避けるためポストに入れるなどの対応を取
らせていただきました。マスクとともに文書も封入させ
ていただいておりましたが、本誌で改めてお知らせ致し
ました。
　少量ではございますが、ぜひご活用ください。

　事務所へのお便りや職員に直接声を掛けて頂
くなど、感謝の声が多数届いております。お礼申
し上げるとともに、これからもＪＡ宮崎中央では
地域のみなさまに寄り添える活動を目指して参
ります。

プリエール宮崎

0120‐930‐1700120‐930‐170
（24時間・年中無休）

清武ホール　花ヶ島の杜　佐土原の杜　田野ホール

もしものときはお電話を

「

４
月
号
の
ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
便
り
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
！

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
「
ブ
ル
ー
フ
レ

グ
ラ
ン
ス
」
の
花
の
こ
と
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
一
度「
香
り
」

を
嗅
い
で
み
た
い
で
す
ね
。
多
く

の
生
産
者
さ
ん
が
育
て
て
、
宮

崎
で
も
お
花
屋
さ
ん
で
見
か
け
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

�

（
佐
土
原
町
　
太
田
さ
ん
）

コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
楽
し
み
の

花
達
も
咲
き
誇
っ
た
季
節
に

自
粛
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
淋
し
く
見
え

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
飲

み
会
は
で
き
な
い
け
れ
ど
家
族
だ

け
で
も
庭
先
の
花
見
も
ス
テ
キ
な

時
間
で
す
。

�

（
宮
崎
市
　
伊
津
野
さ
ん
）

林
　
卒
業
式
、
入
学
式
、
花
見

も
盛
大
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

花
も
見
て
も
ら
え
ず
淋
し
い
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
…
。
ご
自

宅
に
花
を
飾
っ
て
、
み
ん
な
で
花

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

…
花
ご
よ
み
の
ひ
ま
わ
り
を
我
が

家
で
飾
っ
て
み
ま
し
た

は
ぴ
す
の
わ
」
記
事
の
田
野
支

店
の
活
動
を
知
り
心
が
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
種
ま
き
か
ら
出
来

上
が
っ
た
大
根
は
組
合
員
さ
ん
に

あ
げ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
少
々
な

が
ら
も
手
の
い
る
仕
事
で
す
よ

ね
ー
。
か
わ
い
い
ー
や
じ
ろ
も
ほ

ほ
え
ま
し
い
ー
。

�

（
宮
崎
市
　
ミ
エ
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

林
　
田
野
支
店
職
員
が
種
か
ら

大
根
を
育
て
、
そ
れ
を
干
し
大
根

に
す
る
活
動
で
す
。
今
年
初
め
て

の
取
組
み
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

大
根
も
育
ち
、
ミ
ニ
大
根
や
ぐ
ら

も
作
り
か
な
り
本
格
的
な
も
の
で

し
た
。
私
自
身
も
聞
い
て
見
て

び
っ
く
り
、
面
白
い
取
組
み
だ
と

思
い
ま
し
た
！
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宮崎の農産物をお届け！

宮崎てげうま産直便
農畜産品を生産者や生産地の情報に合わせてダイレクトにお届けします。

URL ： http://shop.ja-direct.net/
みやざき中央農産物ファン拡大事業委員会

ＪＡ宅建情報プラザ
不動産売買のご相談から賃貸のご案内、不動産の有効活用までお気軽にご相談ください

宮崎市清武町加納４丁目１番地（加納支店隣）
ＴＥＬ　0985‐85‐6071
ＦＡＸ　0985‐85‐6072
営業時間　8：30～17：30 お手持ちの携帯電話から、いつでもどこでも

簡単に物件が調べられます。

JA情報宅建プラザ

『取り扱い物件』はこちらから→

● 賃貸物件のご紹介　　　  ● 土地・建物の売買仲介
● 土地・建物の賃貸仲介　　 ● 宅地分譲

お問い合わせ

もしものときの大きな安心

ご葬儀の事前相談ご葬儀の事前相談

事前相談とは、もしもの時に慌てることがないよう、あらかじ
め葬儀についての情報を集め、費用や場所、会葬数などを相談
して頂き、ご葬儀の「かたち」を決めておくことです。

随時
受付中

記念品を進呈いたします
お気軽にご相談ください

ご相談にお越し
頂いたお客様へ

各種イベント情報などをお届け!!

わちどんが村 式部の里
LINE＠はじめました！

QRコードから
友だち登録！！

臨時理事会

以上５議案が、可決・決定及び承認されました。

令和２年４月２８日㈫　ＪＡＡＺＭ大ホール

理事の報酬について
㈱ジェイエイ福祉、㈱アグリプラス、㈲ジェイエイファームみやざ
き中央の監査役の選任について
業務報告書及び連結業務報告書について 
農産物検査業務規程の一部変更について
コア花ヶ島営農経済事務所の移転整備計画について

1

2

3

4

5

人事異動（かっこ内は旧部署）

【人事異動】令和２年４月２３日付　
　前田　理恵 高岡支店　融資課　融資係（育児休業）

令和２年５月７日付
　伊藤　　瞳 住吉支店　金融課　貯金為替係（育児休業）

お知らせ
　ＪＡ宮崎中央では、４月下旬、正組合員、年金友の会、
青年部、女性部のみなさまへマスクを配布いたしました。
ＪＡ職員１人１人が心を込めてご自宅にお届けしまし
たが、接触を避けるためポストに入れるなどの対応を取
らせていただきました。マスクとともに文書も封入させ
ていただいておりましたが、本誌で改めてお知らせ致し
ました。
　少量ではございますが、ぜひご活用ください。

　事務所へのお便りや職員に直接声を掛けて頂
くなど、感謝の声が多数届いております。お礼申
し上げるとともに、これからもＪＡ宮崎中央では
地域のみなさまに寄り添える活動を目指して参
ります。

プリエール宮崎

0120‐930‐1700120‐930‐170
（24時間・年中無休）

清武ホール　花ヶ島の杜　佐土原の杜　田野ホール

もしものときはお電話を
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ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
感
染
）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
（
感
染
爆
発
）

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）

テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
な
ど
な
ど
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
、

初
め
て
知
っ
た
言
葉
で
す
、

最
初
は
甘
く
見
て
ま
し
た
、

こ
れ
ま
で
ひ
ど
く
な
る
と
は
、

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
、

密
閉
、
密
集
、
密
接
の
３
密
を
、

避
け
る
こ
と
が
、

終
息
の
決
め
手
に
な
る
よ
う
で
す
、

勿
論
、
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
外
出
自
粛
・
・

い
ろ
ん
な
規
制
が
か
か
り
ま
す
、

今
は
我
慢
、
忍
耐
、
辛
抱
の
時
、

見
え
な
い
敵
で
す
、
手
ご
わ
い
で
す
、

お
の
お
の
方
、

ゆ
め
ゆ
め
、
ご
油
断
め
さ
れ
る
な
！

絵
と
文 

山
本
俊
六
郎

　2013年４月24日にオープンしたＪＡ宮崎中央農畜産物直売所「式部の里」は７周年を迎えました。例年、４月には
周年祭のイベントを行っていますが、今年は残念ながら新型コロナウイルス拡大防止のため開催できませんでした。
　式部の里はみなさまへ新鮮な野菜等を販売できるよう元気に営業しております。また次回イベントを盛大に開催し、
みなさまに喜んで頂けることを楽しみにしております！

わちどんが村　式部の里
国富町大字嵐田字中須 2434-3
TEL.0985-41-4831
営業時間　9：00 ～ 18：00（５月７日現在）

昨年のイベントの様子

わちどんが村式部の里７周年!!わちどんが村式部の里７周年!!
いつもご利用ありがとうございますいつもご利用ありがとうございます

この看板が
目印！


